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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日
本
の
伝
統

芸
能
大
喝
采

満
員
御
礼

カーネギーホール大ホール2000席完売

能
と
歌
舞
伎
の
共
演

満場のスタンディングオベーション

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
能
楽
師
の
観
世
喜

正
と
歌
舞
伎
俳
優
の
中
村
隼
人
の
舞
台
共
演
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
14
日
夜
、日
本
の
伝
統
芸
能「
歌

舞
伎
」
と
「
能
」
を
融
合
し
た
特
別
公
演
「An Evening 

of Traditional Japanese Arts

」
が
行
わ
れ
た
。

　

囃
子
奏
者
3
兄
弟
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
三
響
会
」
を
中
心
に

能
と
歌
舞
伎
の
共
演
を
は
じ
め
、
箏
、
津
軽
三
味
線
、
和

太
鼓
の
演
奏
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。

　

圧
巻
は
、「
三
響
会
版
・
獅
子
」
で
観
世
喜
正
が
能
の
、

歌
舞
伎
俳
優
の
中
村
隼
人
が
歌
舞
伎
の
獅
子
と
な
っ
て
海

外
同
一
演
目
で
並
び
立
つ
と
い
う
前
代
未
聞
の
舞
台
を
披

露
し
、
同
大
ホ
ー
ル
２
０
０
０
席
完
売
の
客
席
か
ら
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
喝
采
を
浴
び
た
。

　
（
関
連
記
事
２
面
と
３
面
に
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Oh!      ワンダフル!

　

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

に
あ
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
ー

ス
内
レ
ナ
ー
ド
・
ニ
ー
モ
イ
・

タ
リ
ア
劇
場
で
15
日
夜
、
津
軽

三
味
線
の
名
手
・
上
妻
宏
光
の

ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
記
念

し
た
ツ
ア
ー
「
生
一
丁
！
」
の

初
日
と
な
る
Ｎ
Ｙ
公
演
が
開
催

さ
れ
た
。
２
０
２
２
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
生
一
丁
！
」
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
伝
統
楽
器
の
演

奏
も
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
聴
か

せ
る
の
が
大
半
と
な
っ
た
現

在
、
マ
イ
ク
を
通
さ
ず
生
の
音

に
こ
だ
わ
り
演
奏
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
通
算
１
５
０
公

演
を
越
え
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
で
の

公
演
後
は
、
宮
城
、
滋
賀
、
福

岡
な
ど
日
本
国
内
ツ
ア
ー
を
予

定
し
て
い
る
。

　

上
妻
氏
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場

し
最
初
の
２
曲
を
披
露
し
た
あ

と
、
英
語
で
自
己
紹
介
と
演
奏

曲
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
津
軽

じ
ょ
ん
か
ら
節
（
旧
節
）
や
津

軽
音
頭
、
淡
海
節
（
た
ん
か
い

ぶ
し
）
な
ど
の
民
謡
の
ほ
か
、

前
日
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

も
披
露
し
た
息
子
と
の
親
子
共

演
に
よ
る
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節

（
新
節
）
を
演
奏
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
も
よ
く
知
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の
挿
入
歌
「My 

Favorite Things

」
の
演
奏
で

は
、
会
場
か
ら
笑
顔
と
ハ
ミ
ン

グ
が
あ
ふ
れ
た
。
後
半
は
ゲ
ス

ト
に
チ
ェ
ロ
奏
者
の
玉
木
光
を

迎
え
、
三
味
線
と
チ
ェ
ロ
に
よ

る
編
曲
作
品
を
演
奏
し
た
。
米

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
映
画
『
パ

ラ
サ
イ
ト
』
や
『
イ
カ
ゲ
ー

ム
』
等
を
手
掛
け
た
作
曲
家
チ

ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
ル
に
よ
る
新
作

曲
、
上
妻
が
ス
ペ
イ
ン
の
風
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
「
セ

ゴ
ビ
ア
の
夜
」、
さ
ら
に
ピ
ア

ソ
ラ
や
、
映
画
『
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
』
で
演
奏
さ
れ
た
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
民
謡
な
ど
を
披
露
。
三
味

線
の
力
強
い
響
き
と
チ
ェ
ロ
の

深
い
音
色
が
重
な
り
、
曲
が
終

わ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
が
起

き
た
。
生
音
に
こ
だ
わ
っ
た
今

回
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
激
し
く
叩

き
つ
け
る
よ
う
な
バ
チ
捌
き
か

ら
、
息
を
飲
む
ほ
ど
繊
細
な
爪

弾
き
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

に
三
味
線
と
い
う
楽
器
の
持
つ

奥
深
さ
と
そ
の
魅
力
を
見
せ
つ

け
た
。（
高
田
由
起
子
、写
真
も
）

三味線奏者の上妻宏光
デビュー25周年記念公演
シンフォニースペースで開催

カーネギーホール
日本の伝統芸能の夕べ

銀
座
の
歌
舞
伎
座
が
Ｎ
Ｙ
に

　

中
村
隼
人
さ
ん
は
公
演
前
に

本
紙
の
取
材
に
対
し
て
こ
う
語

っ
て
い
た
。

　
「
僕
は
今
回
、
初
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
な
ん
で
す
け
ど
、
公
演
前

に
３
日
間
ほ
ど
歩
い
て
み
て
本

当
に
色
々
な
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
新

し
い
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
以
外
に

も
、
日
本
に
は
江
戸
時
代
か
ら

伝
わ
る
伝
統
文
化
、
芸
術
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
た
だ

い
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
古

典
芸
能
の
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
つ
つ

今
回
の
お
能
と
歌
舞
伎
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
公
演
と
い
う
、

そ
う
い
っ
た
厳
か
な
雰
囲
気
を

大
切
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
今
回
は
「
石
橋
（
し
ゃ
っ

き
ょ
う
）」
と
い
う
歌
舞
伎
の

中
で
も
屈
指
の
派
手
さ
を
持
っ

た
も
の
を
持
っ
て
来
た
の
で
、

古
典
で
あ
り
な
が
ら
も
、
煌
び

や
か
さ
の
あ
る
作
品
な
の
で
そ

れ
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

ま
さ
に
そ
の
俳
優
の
体
力
・
技

術
勝
負
の
演
目
で
、
歌
舞
伎
の

「
派
手
な
踊
り
」
の
代
表
格
で

あ
る
能
の
名
作
『
石
橋
』
を
題

材
に
し
た
、
華
や
か
で
躍
動
感

の
あ
る
歌
舞
伎
舞
踊
を
舞
台
で

披
露
し
、
ラ
ス
ト
は
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
連
続
毛
振
り
で
、
客

席
を
沸
か
せ
た
。

　

当
日
前
半
は
、
黒
澤
有
美
の

箏
、
辻
勝
の
和
太
鼓
、
津
軽
三

味
線
の
上
妻
宏
光
、
光
輝
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
場
内
の
観
客

は
静
寂
の
中
に
鳴
り
響
く
音
と

舞
台
演
出
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
聞
き
入
っ
た
。
会
場
で
観

劇
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事

の
片
平
聡
大
使
は
「
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
の
音
響
が
本
当
に
す

ば
ら
し
く
て
皆
さ
ん
の
演
奏
と

舞
台
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
感
動
し
て
い

た
。
　（
三
浦
良
一
、
写
真
も
）　

中村「厳かな雰囲気大切に」

本紙の取材に応える中村さん

舞
台
後
に
能
楽
師
の
観
世
喜
正
さ
ん
（
右
）
と
歌
舞
伎
俳

優
の
中
村
隼
人
さ
ん
（
左
）
に
言
葉
を
か
け
る
片
平
大
使

http://jmart-usa.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://qbhouseusa.com/
https://goshikiprinting.com/
tel:2122136069


（3）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）11月 22日（土）

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ ホリデーパーティー 2025
 「Let’s Celebrate!」

 

今年のホリデーパーティーは、12月 10日（水）に
プライベート社交クラブの The Penn Club of New 
Yorkにて午後 6～ 8時半に開催いたします。こ
の歴史ある会場で、豪華ビュッフェディナー、ご
歓談、エンターテイメント鑑賞などをお楽しみい
ただき、心躍るホリデーシーズンに皆様と「Let’s 
Celebrate!」し、この 1年を締めくくりたいと思い
ます。詳細は近日中にウェブサイトでご案内いた
しますので、ぜひご参加ください。

■カルチャー講座「ラテンエクササイズ」
 「姿勢改善エクササイズ」
 

月曜日に、「姿勢改善エクササイズ」（10:30～
11:20am）と「ラテンエクササイズ」（11:30am
～ 12:20pm）のクラスを開催しています。軽く
ストレッチをして体幹を整えて、正しい姿勢の状
態をキープできるようにエクササイズをします。
レッスンは 1回毎のお申し込みになりますので、
まずは一度お試しください。（受講料 1回 $25） 
www.nipponclub.org/cultureからお申し込みくださ
い。各クラスのお申込締切日は前週金曜 5PMまで。

詳細・イベントのお申し込みは下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

　

国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
と
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
は

共
催（
協
力
Ｄ
ー
Ｔ
株
式
会
社
、

マ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
で
、

13
日
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス

のVictor Borge Hall
に
お

い
て
、
歌
舞
伎
音
楽
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
囃
子
方

の
田
中
傅
左
衛
門
氏
と
田
中
傅

次
郎
氏
、
歌
舞
伎
俳
優
の
中
村

隼
人
氏
ら
が
歌
舞
伎
の
歴
史
や

音
楽
、
楽
器
に
つ
い
て
解
説
し

な
が
ら
実
演
を
披
露
し
た
。

　

そ
の
後
体
験
と
し
て
一
人
の

米
国
人
男
性
が
舞
台
に
上
が

り
、
恐
る
恐
る
鼓
を
打
つ
姿
が

会
場
を
和
ま
せ
て
い
た
。
歌
舞

伎
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

米
国
人
か
ら
は
、
和
楽
器
や
歌

舞
伎
の
化
粧
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
が
り
、
邦
人
女
性
は
「
滅

多
に
な
い
貴
重
な
機
会
を
得
ら

れ
、
た
っ
ぷ
り
と
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
て
幸
運
で
あ
っ
た
」
と

形
相
を
崩
し
、
ま
た
来
て
ほ
し

い
と
い
う
声
に
多
く
が
う
な
づ

い
て
い
た
。
満
席
と
な
っ
た
会

場
に
は
着
物
姿
の
女
性
も
見
受

け
ら
れ
、
銀
座
の
歌
舞
伎
座
が

そ
の
ま
ま
移
っ
て
き
た
よ
う

な
、
上
質
な
社
交
の
場
を
創
り

上
げ
て
い
た
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
） 　

日
本
ク
ラ
ブ
は
12
日
夕
、

「
２
０
２
５
秋
の
芸
能
イ
ベ
ン

ト
」
と
題
し
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
で
14
日
に
開
催
の
三
響
會

特
別
公
演
「An Evening of 

Traditional Japanese Arts

」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
伝
統
芸
能

へ
の
誘
い
」
を
開
催
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
時
代
劇
や
大
河
ド

ラ
マ
で
も
活
躍
す
る
歌
舞
伎
俳

優
・
中
村
隼
人
氏
と
、
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
歌
舞
伎
囃

子
方
の
田
中
傳
次
郎
氏
が
登

壇
。
公
演
の
見
ど
こ
ろ
を
は
じ

め
、
幼
少
期
か
ら
の
厳
し
い
修

行
、
ト
ル
コ
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
で
の
公
演
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

21
日
か
ら
全
米
公
開
さ
れ
る
映

画
『
国
宝
』
の
話
題
も
語
っ
た
。

中
村
氏
は
見
得
や
獅
子
の
ポ
ー

ズ
は
体
重
の
か
け
方
が
重
要
と

実
際
に
披
露
。
田
中
氏
は
実
際

に
鼓
（
つ
づ
み
）
を
演
奏
し
、

空
気
を
貫
く
よ
う
な
鋭
い
音
と

迫
力
あ
る
掛
け
声
に
、
会
場
は

静
ま
り
返
っ
た
。
指
名
を
受
け

て
鼓
を
叩
い
た
北
米
三
菱
商
事

社
長
の
河
手
哲
雄
氏
は
「
叩
い

て
も
全
く
音
が
聞
こ
え
な
か
っ

た
。
あ
の
響
き
は
長
年
の
鍛
錬

の
賜
物
」
と
感
嘆
し
て
い
た
。

１
時
間
の
講
演
後
は
食
事
と
ド

リ
ン
ク
と
と
も
に
懇
親
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

中
村
氏
は
多
く
の
フ
ァ
ン
た
ち

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
笑
顔

で
写
真
に
収
ま
っ
て
い
た
。　

（
菊
楽
恵
、写
真
・
高
田
由
起
子
）

歌
舞
伎
音
楽
を
実
演

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
解
説

日
本
ク
ラ
ブ
で

公
演
の
見
ど
こ
ろ
も

Oh!      ワンダフル!

見事な和装姿で観劇のニューヨーカーも

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://sobaya.square.site/
http://shinbashi72.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
http://hinomaru-limo.com
tel:2122136069
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:212-581-2223%E3%80%80info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org


2025年（令和 7年）11月 22日（土） ［総　合］　　（4  ）

 「週刊NY生活」
No. 1032

2025年11月22日発行
 ニューヨーク生活プレス社

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.
71 W. 47th St., Suite 1205

New York, N.Y. 10036
Tel: 212-213-6069

www.nyseikatsu.com
◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
さ
ん

国
連
で
女
性
起
業
家
に
講
演

公
立
校
の
入
学
者
数
が
激
減

教
育
の
緩
さ
が
要
因

減
少
す
る
停
学
処
分

人
種
、
障
害
の
格
差
も

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

数
日
前
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務

省
長
官
か
ら
、
糖
尿
病
患
者
や

肥
満
の
人
お
よ
び
癌
や
心
臓

病
、
精
神
疾
患
を
患
っ
て
い
る

人
に
は
ビ
ザ
を
許
可
し
な
い
と

い
う
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
こ
の
件
に
関
し
て
質
疑
応

答
の
形
式
で
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

「
質
問
」
私
（
Ｔ
）
は
少
し
肥

満
気
味
で
、
会
社
の
年
ご
と
の

検
診
で
血
糖
値
が
高
く
、
糖
尿

病
の
初
期
症
状
が
で
て
い
る
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。
処
方
薬
を

飲
み
、
体
重
を
減
ら
し
て
適
切

な
運
動
を
す
れ
ば
治
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
来
年

４
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
関
連
会

糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
人
や
肥
満
の

人
に
は
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
な
い

担
・
補
助
支
援
の
財
源
が
圧
迫

さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
と
の

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
ビ
ザ
取

得
し
た
人
が
、
今
後
、
公
的
負

担
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
ア
メ
リ
カ
入
国
を
拒
否
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、

肥
満
ぎ
み
の
留
学
生
が
ア
メ
リ

カ
で
勉
学
中
に
肥
満
が
原
因
の

病
気
に
な
っ
た
場
合
、
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
で

政
府
が
発
行
す
る
医
療
扶
助
で

あ
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
使
用
し

て
無
料
で
診
察
を
受
け
、
処
方

薬
を
も
ら
う
と
か
で
す
。
同
じ

く
、
移
民
ビ
ザ
（
永
住
権
）
申

請
者
が
肥
満
、
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
る
こ
と
で
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

な
ど
の
医
療
補
助
を
使
用
す
る

こ
と
を
避
け
た
い
の
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
非
移
民
ビ
ザ

申
請
書
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
１
６
０
フ

ォ
ー
ム
に
は
、
現
在
、
感
染
症

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か
？

と
い
う
質
問
は
あ
り
ま
す
が
、

糖
尿
病
や
、
肥
満
と
い
う
質
問

社
に
２
年
ほ
ど
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
駐
在
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
ア

メ
リ
カ
大
使
館
に
Ｅ
ビ
ザ
申
請

中
で
す
が
、
糖
尿
病
患
者
と
い

う
こ
と
で
ビ
ザ
発
行
を
却
下
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

同
僚
の
息
子
（
Ｋ
）
君
が
来
年

高
校
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
の
大

学
留
学
を
希
望
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
同
僚
が
息
子
は
こ
の
頃

肥
満
ぎ
み
だ
か
ら
ビ
ザ
発
給
さ

れ
る
か
心
配
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
。
Ｋ
君
、
学
生
ビ
ザ
発
給

さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

「
返
答
」
ま
ず
、
今
回
の
ア
メ

リ
カ
政
府
が
発
表
し
た
ビ
ザ
拒

否
す
る
理
由
を
説
明
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
的
負

は
あ
り
ま
せ
ん
。
移
民
ビ
ザ
の

DS-260

に
も
同
様
な
質
問
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
ア
メ
リ

カ
大
使
館
で
面
接
時
に
Ｔ
さ
ん

の
外
見
か
ら
、「
あ
な
た
は
少

し
体
重
過
多
の
よ
う
に
見
受
け

る
が
、
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
聞
か

れ
た
場
合
に
は
、
次
の
書
類
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
師
の
診
断
書
（
糖
尿
病
の

初
期
症
状
で
あ
る
こ
と
の
証

明
）

●
ア
メ
リ
カ
の
会
社
の
健
康
保

険
の
加
入
証
明
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
Ｔ
さ
ん
も
ア

メ
リ
カ
の
会
社
に
入
社
後
に
そ

の
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
を
ア

メ
リ
カ
大
使
館
で
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

●
現
時
点
は
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ

の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い

の
で
、
海
外
保
険
の
加
入
書
を

提
示
。

　

ま
た
、
学
生
ビ
ザ
を
希
望
さ

れ
て
い
る
Ｋ
君
の
場
合
は
、
次

の
書
類
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
希
望
の
大
学
に
合
格
し
て
か

ら
、
そ
の
学
校
の
保
険
に
入
っ

て
い
る
こ
と
を
証
明
書
と
し
て

提
出
。
そ
の
よ
う
な
保
険
の
証

明
書
が
現
在
保
持
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
海
外

保
険
に
加
入
し
て
い
る
証
明
書

を
提
示
。

　

上
記
の
書
類
を
提
示
す
れ

ば
、
今
後
、
ア
メ
リ
カ
で
公
的

補
助
を
受
け
る
必
要
が
な
い
と

判
断
さ
れ
、
肥
満
や
糖
尿
病
疾

患
と
い
う
こ
と
で
移
民
ビ
ザ
が

発
給
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
の
渡
航

も
肥
満
気
味
の
人
は
入
国
拒
否

さ
れ
る
と
い
う
噂
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
今
回
の
発
表
は
、
長

期
の
ビ
ザ
や
移
民
ビ
ザ
の
人
た

ち
が
対
象
な
の
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

入
国
の
短
期
滞
在
希
望
者
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

ヨ
グ
マ
タ
相
川
圭
子
さ
ん

（
80
）
が
14
日
午
前
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
デ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

開
催
さ
れ
た
米
国
で
活
躍
す
る

女
性
の
団
体
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
開
会

式
冒
頭
で
講
演
し
、
全
米
か
ら

集
ま
っ
た
女
性
起
業
家
た
ち
に

精
神
面
か
ら
の
気
づ
き
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　

相
川
さ
ん
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
秘

境
に
て
死
を
超
え
る
修
行
を
重

ね
、最
終
段
階
の
サ
マ
デ
ィ（
究

極
の
悟
り
）
に
到
達
し
た
人
だ

け
に
、
最
初
は
近
づ
き
難
い
地

位
の
高
僧
の
よ
う
に
畏
敬
の
眼

差
し
で
聞
い
て
い
た
女
性
た
ち

も
、
後
半
は
通
訳
な
し
で
流
暢

な
英
語
で
相
川
さ
ん
が
自
ら
の

ヨ
ガ
と
の
出
会
い
や
、
現
代
の

世
界
で
必
要
と
さ
れ
る
心
の
バ

ラ
ン
ス
、
オ
フ
ィ
ス
で
も
簡
単

に
で
き
る
瞑
想
方
法
を
ス
テ
ー

ジ
か
ら
伝
授
し
て
、
大
き
な
拍

手
に
会
場
が
湧
い
た
。

　

当
日
は
、
ロ
ッ
キ
ー
青
木
氏

夫
人
の
青
木
恵
子
さ
ん
も
ア
ジ

ア
系
の
女
性
起
業
家
た
ち
と
と

も
に
テ
ー
ブ
ル
で
相
川
さ
ん
の

講
演
に
聞
き
入
っ
た
。

 　
「
世
界
を
平
和
に
す
る
こ
と

は
大
変
な
ん
で
す
が
、
一
人
一

人
が
自
然
の
パ
ワ
ー
と
つ
な
が

っ
て
聖
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
コ

ン
タ
ク
ト
す
る
と
セ
ル
フ
・
リ

ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
金
持
ち

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、
お
金

持
ち
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
手

に
入
れ
た
も
の
か
ら
パ
ワ
ー
は

得
ら
れ
な
い
の
で
す
。
自
分
の

内
側
を
満
た
す
、
量
子
力
学
的

に
言
う
と
、
全
て
は
波
動
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
て
い
ま
す
。

源
の
存
在
に
つ
な
が
り
そ
こ
か

ら
の
愛
と
パ
ワ
ー
と
知
恵
を
湧

き
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
内
側
が

満
ち
て
、
ま
た
人
を
幸
せ
に
す

る
生
き
方
、
現
実
の
中
で
内
と

外
を
車
の
両
輪
の
よ
う
に
実
践

す
る
瞑
想
で
心
の
内
側
か
ら
平

和
に
な
り
充
電
す
る
こ
と
が
大

切
だ
」
と
ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え

は
つ
ら
つ
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
公
立
学
校
の
入
学
者

数
は
昨
年
度
比
で
２
・
４
％
に

当
た
る
約
２
万
２
０
０
０
人
減

少
し
、
過
去
４
年
間
で
最
も
減

少
が
著
し
か
っ
た
こ
と
が
同
市

教
育
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
の
デ
ー
タ

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
入
学
者

数
は
２
０
１
９
〜
20
年
度
の
入

学
者
数
は
１
０
０
万
２
２
０
０

人
、
今
年
度
は
84
万
４
４
０
０

人
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
開
始
以

降
の
５
年
間
で
は
12
・
２
％
減

と
な
っ
た
。

　

昨
年
比
の
内
訳
で
は
キ
ン

ダ
ー
12
年
生
の
Ｋ-

12
校
が

１
万
８
４
１
１
人
減
、Pre-K

が
４
５
５
５
人
減
、
一
方
で
３

歳
児
対
象
の
３
Ｋ
は
１
１
１
８

人
増
加
し
、
同
局
は
オ
フ
ィ
ス

復
帰
す
る
親
た
ち
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
推

測
し
て
い
る
。

　

同
局
が
４
月
に
実
施
し
た
調

査
に
よ
る
と
、
保
護
者
の
41
％

が
子
供
に
徹
底
し
た
教
育
を
望

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
厳

密
さ
の
欠
如
が
公
立
校
離
れ
を

促
し
て
い
る
と
い
う
。

　

今
年
１
月
公
表
の
24
年
度
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
・
カ

ー
ド
（
全
国
教
育
成
績
評
価

表
）
で
は
、
同
市
の
公
立
校
に

通
う
４
年
生
の
３
分
の
２
が
全

国
統
一
テ
ス
ト
の
数
学
で
「
不

可
」
の
結
果
だ
っ
た
。
チ
ャ
ー

タ
ー
校
の
入
学
者
数
は
昨
年
比

で
15
万
人
増
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
公
立
校
の
退
学
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
昨
学
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
閉
鎖
以

降
で
最
低
だ
っ
た
一
方
、
特
定

の
人
種
や
傷
害
を
持
つ
生
徒
と

の
格
差
が
著
し
い
こ
と
が
同
市

教
育
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
の
最
新
の

報
告
で
分
か
っ
た
。

　

２
０
２
４
〜
25
年
度
の
停
学

者
数
は
、
一
昨
年
比
２
・
１
％

減
の
２
万
７
１
４
３
人
だ
っ

た
。
特
に
６
日
以
上
の
長
期
停

学
処
分
の
減
少
が
著
し
く
、
10

％
減
の
約
５
６
０
０
件
だ
っ

た
。
子
供
の
人
権
を
擁
護
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
ア
ド
ボ
ケ
イ
ツ
・

フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド
レ
ン
（
Ａ
Ｆ

Ｃ
）
に
よ
る
と
、
公
立
校
に
通

う
全
生
徒
の
19
％
を
占
め
る
黒

人
生
徒
の
長
期
停
学
処
分
率
は

47
％
で
２
・
４
％
増
、
同
22
％

の
特
別
支
援
を
受
け
て
い
る
生

徒
の
処
分
率
は
３
・
５
％
増
の

46
・
７
％
だ
っ
た
。
ホ
ー
ム
レ

ス
や
フ
ォ
ス
タ
ー
ケ
ア
（
里
親

制
度
）
の
生
徒
の
処
分
率
は
、

そ
の
ほ
か
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と

比
べ
て
４
倍
高
い
と
い
う
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｅ
の
ジ
ェ
ナ
・
ラ
イ
ル

副
報
道
官
は
「
学
校
に
は
ど
の

よ
う
な
問
題
で
も
、
懲
罰
的
で

は
な
く
可
能
な
限
り
肯
定
的
、

支
援
的
に
対
処
す
る
よ
う
促
し

て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。
ア

ダ
ム
ス
前
市
長
は
、
生
徒
の
深

刻
な
不
正
行
為
を
悲
観
す
る
校

長
を
対
象
に
懲
戒
規
則
を
適
用

す
る
よ
う
促
し
生
徒
た
ち
が
自

分
の
行
為
を
認
識
し
、
修
復
と

改
善
の
機
会
を
与
え
る
と
し

「
説
明
責
任
は
修
復
的
司
法
の

一
環
で
あ
る
」
と
Ａ
Ｆ
Ｃ
は
評

価
、
マ
ム
ダ
ニ
新
市
長
に
も
同

様
の
理
念
を
期
待
し
て
い
る
。

　

２
０
２
６
年
５
月
９
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
、
第
５
回
「
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
＆
ジ
ャ
パ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
に
向
け

て
、
パ
レ
ー
ド
の
参
加
団
体
募

集
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
イ
ベ

ン
ト
は
、
日
本
文
化
の
多
彩
な

魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
発

信
し
、
日
米
の
交
流
と
友
好
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
参
加
団
体
の
例
と
し

て
、
伝
統
芸
能
、
武
道
、
和
太

鼓
、
着
物
な
ど
の
日
本
文
化
団

体
を
は
じ
め
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
や
音
楽
グ
ル
ー
プ
、
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
関
連
団
体
、
学

校
や
児
童
会
、
県
人
会
、
同

窓
会
、
趣
味
サ
ー
ク
ル
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
楽
器
演
奏

や
ダ
ン
ス
、
旗
や
の
ぼ
り
を

使
っ
た
行
進
な
ど
、
自
由
な

ス
タ
イ
ル
で
の
参
加
が
可
能
。

応
募
締
め
切
り
は 

26
年
２
月

16
日
（
月
）。
応
募
方
法
や
詳

細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.japanparadenyc.org/
parade-application-2026-
jp

を
参
照
す
る
。

ジャパンパレード
参加団体を募集

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
16
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
次
期
市
長

と
な
る
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ

氏
と
会
談
す
る
予
定
だ
と
フ
ロ

リ
ダ
州
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
で
記
者

団
に
語
っ
た
。
マ
ム
ダ
ニ
氏
側

は
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
お
ら

ず
、
具
体
的
な
会
見
日
程
は
設

定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
は
私
た
ち
と
会
い
た

が
っ
て
い
る
。
何
か
し
ら
の
解

決
策
を
一
緒
に
見
つ
け
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
彼
は
ワ
シ
ン

ト
ン
に
来
て
会
談
し
た
い
と
言

っ
て
お
り
、
我
々
と
し
て
も
協

議
し
て
何
と
か
う
ま
く
ま
と
め

た
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
た
め

に
す
べ
て
が
良
い
方
向
に
進
む

こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
市
長
選

挙
期
間
中
、マ
ム
ダ
ニ
氏
を「
共

産
主
義
者
」「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
破
滅
さ
せ
る
」
な
ど
と
非
難

し
、
当
選
す
れ
ば
連
邦
資
金
を

削
減
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
た
。
投
票
日
前
日
に
は
「
成

功
の
実
績
を
持
つ
民
主
党
員

（
ク
オ
モ
氏
）
が
勝
つ
方
が
共

産
主
義
者
よ
り
も
よ
ほ
ど
望
ま

し
い
」
と
し
て
、
ク
オ
モ
前
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
（
67
）
へ

の
投
票
を
呼
び
か
け
た
。

　

一
方
の
マ
ム
ダ
ニ
氏
は
11
月

４
日
の
市
長
選
で
勝
利
し
た

際
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
移
民
政
策

や
都
市
の
格
差
是
正
を
批
判

し
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
影
響
力

に
立
ち
向
か
う
」
と
述
べ
て
い

た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
今
回
の

ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
会
お
う
」「
何

と
か
す
る
」
の
言
葉
は
対
立
か

ら
協
調
へ
の
転
換
点
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。
ま
ず
は

会
談
の
日
時
、
議
題
が
設
定
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な

る
。　

　

議
題
と
し
て
は
連
邦
か
ら
の

資
金
供
与
・
都
市
補
助
金
が
ど

う
な
る
か
、
マ
ム
ダ
ニ
氏
が
掲

げ
た
「
移
民
保
護
」「
生
活
費

対
策
」「
都
市
の
公
正
性
の
向

上
」
な
ど
の
政
策
と
連
邦
政
府

側
の
姿
勢
と
の
調
整
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
両
者
の
こ
れ
ま
で

の
対
立
構
造
が
協
調
モ
ー
ド
へ

移
る
か
ど
う
か
が
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
今
後
」
を
左
右
す
る

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ム

ダ
ニ
次
期
市
長
が
、
選
挙
公
約

を
就
任
前
に
軌
道
修
正
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
支
持
者
か
ら
の

反
発
も
予
想
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
の
会
談
で
ど
の
よ
う

な
カ
ー
ド
を
示
せ
る
か
課
題
。

Ｎ
Ｙ
次
期
市
長
と
大
統
領

軌
道
修
正
の
会
談
を
準
備

仕
事
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
説
く
相
川
さ
ん

https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japanparadenyc.org/parade-application-2026-jp
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Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

8
周
年
平
和
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
Ｎ
Ｙ

植
物
園
（2900 Southern 

Blvd

）
は
、
恒
例
の
「
ホ
リ
デ

ー
・
ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー
」
を
来

年
１
月
11
日
（
日
）
ま
で
開
催

中
。
30
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

こ
の
ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー
は
園
内

の
中
心
に
あ
る
温
室
に
、
ヤ
シ

の
葉
、
松
ぼ
っ
く
り
、
シ
ナ
モ

ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
植
物
の
素

材
を
用
い
た
、
自
由
の
女
神
や

有
名
な
高
層
ビ
ル
な
ど
２
０
０

以
上
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
レ
プ
リ
カ
を
設
置
。
精

巧
に
再
現
さ
れ
た
Ｎ
Ｙ
の
街
並

み
を
縫
う
よ
う
に
模
型
列
車
が

走
行
す
る
展
示
が
楽
し
め
る
。

　

ま
た
、
週
末
の
午
後
７
時
か

ら
10
時
ま
で
は
「
ホ
リ
デ
ー
・

ト
レ
イ
ン
・
ナ
イ
ト
」
を
開
催
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
き
ら
め

く
温
室
で
光
に
包
ま
れ
た
夜
の

ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
る

ほ
か
、
季
節
の
カ
ク
テ
ル
や
ス

イ
ー
ツ
の
販
売
、
ホ
リ
デ
ー
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
の
ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
る
。
さ
ら
に
今
年
は
ハ
ド

ソ
ン
・
ガ
ー
デ
ン
グ
リ
ル
・
パ

テ
ィ
オ
に
再
び
バ
ー
カ
ー（Bar 

Car

）
も
登
場
す
る
。
バ
ー
の

利
用
は
21
歳
以
上
が
対
象
。

　

入
場
料
は
子
供（
２
〜
12
歳
）

25
ド
ル
か
ら
、
大
人
35
ド
ル
か

ら
、
シ
ニ
ア
・
学
生
31
ド
ル
か

ら
、
会
員
・２
歳
以
下
は
無
料
。

ホ
リ
デ
ー
・
ト
レ
イ
ン
・
ナ
イ

ホリデートレイン
NY植物館で

黒
人
文
化
紹
介
の

美
術
館
が
新
装

　

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
は
22
日
（
土
）
午
後
５
時

か
ら
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ

ス
の
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ボ
ー
グ
ホ

ー
ル
（
パ
ー
ク
街
58
番
地
）
に

て
、
創
立
８
周
年
記
念
平
和
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
感
謝
を
贈
ろ
う
、

憎
し
み
を
捨
て
よ
う
！
そ
れ
が

平
和
へ
の
道
」
を
開
催
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
1
部
「
芸
術

に
よ
る
平
和
」
で
は
、
坂
口
あ

ま
ね
（
三
味
線
）、
特
別
ゲ
ス

ト
に
よ
る
平
和
の
鐘
に
ま
つ
わ

る
日
本
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト
に

よ
る
歌
舞
伎
の
ほ
か
、
小
池
ゆ

う
き
（ 

フ
ル
ー
ト
＆
サ
ッ
ク

ス
）、
杉
山
奈
穂
子  

（
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ダ
ン
サ
ー
）
が
登

場
す
る
。
第
2
部
「
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
平
和
対
話
」
で
は
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画 

「
卍

（Manji

）」（
39
分
） 

上
映
会
と

座
談
会
、
多
様
な
宗
教
・
言
語
・

文
化
的
背
景
を
持
つ
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
に

は
、
協
力
金
（
寄
付
）
ひ
と
り

30
ド
ル
（
学
生
・
シ
ニ
ア
は
20

ド
ル
）
が
必
要
。
参
加
希
望
者

は
11
月
20
日
ま
で
に
名
前
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
同
伴
人
数
を

明
記
しhttps://forms.gle/

mXthXQwKPwPgtpTJ7

ま

で
申
し
込
む
。

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
恒
例

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー

バ
レ
エ
団
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｂ
）
に
よ

る
公
演
「
く
る
み
割
り
人
形
」

が
28
日
（
金
）
か
ら
２
０
２
６

年
１
月
３
日
（
土
）
ま
で
、
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
デ
ビ
ッ

ド
・
Ｈ
・
コ
ー
ク
劇
場
で
上
演

さ
れ
る
。
同
バ
レ
エ
団
の
90
人

の
ダ
ン
サ
ー
、62
人
の
音
楽
家
、

40
人
の
舞
台
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し

て
ア
メ
リ
カ
ン
バ
レ
エ
ス
ク
ー

ル
か
ら
１
２
５
人
の
子
供
た
ち

が
参
加
。
舞
台
に
は
40
フ
ィ
ー

ト
（
約
12
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
成

長
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が

輝
き
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

音
楽
に
乗
せ
て
美
し
い
衣
装
を

ま
と
っ
た
数
多
く
の
魅
惑
的
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
魔
法
の
世
界

へ
誘
う
。　

　

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
の

童
話
『
く
る
み
割
り
人
形
と
ね

ず
み
の
王
様
』（
１
８
１
６
年
）

を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
・

ペ
ー
ル
が
脚
色
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

バ
ラ
ン
シ
ン
が
振
り
付
け
し
た

『
く
る
み
割
り
人
形
』
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
夜
に
く
る
み
割
り

人
形
を
贈
ら
れ
た
少
女
ク
ラ
ラ

が
、
人
形
と
と
も
に
夢
の
世
界

を
旅
す
る
幻
想
的
な
物
語
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.nycballet.com

を
参
照
す
る
。

く
る
み
割
り

人
形
を
上
演

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

黒
人
文
化
を
紹
介
す
る
ス
タ

ジ
オ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
イ
ン
・

ハ
ー
レ
ム
（
西
１
２
５
丁
目

１
４
４
番
地
）
は
15
日
（
土
）、

新
築
の
建
物
が
完
成
し
、
活
動

を
再
開
す
る
。
同
美
術
館
は
、

ア
フ
リ
カ
系
芸
術
家
や
関
連
芸

術
に
特
化
す
る
黒
人
文
化
に
根

ざ
し
た
芸
術
活
動
の
ハ
ブ
的
な

存
在
。
60
年
代
に
酒
屋
の
２
階

か
ら
始
ま
り
、
80
年
代
に
現
住

所
に
移
転
し
て
既
存
の
建
物
で

運
営
さ
れ
て
い
た
。
約
７
年
の

歳
月
を
要
し
て
完
成
し
た
建
物

は
、
屋
上
テ
ラ
ス
の
あ
る
７
階

建
て
、
ど
の
階
に
も
光
が
降
り

注
ぎ
、
広
々
と
上
へ
広
が
る
明

る
い
内
観
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
拠
点
の
ク
ー
パ
ー
・
ロ
バ

ー
ト
ソ
ン
社
と
建
築
家
デ
ビ
ッ

ト
・
ア
ジ
ャ
イ
氏
の
共
同
設
計
。

Courtesy Studio Museum inHarlem. Photo: 
©Albert Vecerka/Esto

　

ま
た
、
同
美
術
館
は
若
手
芸

術
家
に
奨
学
金
や
制
作
の
場
や

展
示
機
会
を
提
供
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

な
ど
、
教
育
活
動
に
も
定
評
が

あ
る
。
オ
バ
マ
元
大
統
領
の
肖

像
画
で
有
名
な
ケ
ヒ
ン
デ
・
ワ

イ
リ
ー
も
２
０
０
１
年
か
ら
１

年
間
在
籍
し
た
。
３
月
以
降
の

新
規
受
け
入
れ
ま
で
は
過
去
に

活
動
し
た
芸
術
家
の
作
品
を
展

示
中
で
、
ワ
イ
リ
ー
の
彫
刻
作

品
も
み
ら
れ
る
。

　
「
ス
タ
ジ
オ
」
と
い
う
名
前

に
こ
だ
わ
り
続
け
、
展
示
だ
け

で
な
く
創
造
の
場
と
し
て
の
活

動
を
続
け
て
き
た
同
美
術
館
。

日
曜
は
入
館
無
料
で
家
族
向

け
・
10
代
向
け
の
活
動
を
拡
充

予
定
と
の
こ
と
で
、
当
面
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
番
注
目
さ
れ

る
美
術
館
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

開
館
日
は
水
・
木
・
日
曜
の

午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
、金
・

土
曜
は
午
後
９
時
ま
で
。
月
・

火
曜
は
休
館
。
入
場
料
は
大
人

16
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・
学
生
・
障

害
者
9
ド
ル
。
障
害
者
の
同
伴

者
・
16
歳
以
下
・
会
員
・
日
曜

は
無
料
。

　

　（
城
林
希
里
香
、
写
真
も
）

スタジオ・
ミュージアム・
イン・ハーレム

ト
は
一
般
43
ド
ル
か
ら
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.nybg.org

mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.nycballet.com
https://www.nycballet.com
https://www.nycballet.com
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https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
現
地

校
や
日
本
語
学
校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

け
れ
ど
そ
の
中
に
は
、
英
語
の

壁
に
戸
惑
い
、
心
を
閉
ざ
し
て

し
ま
う
子
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
親
は
わ
が
子
を
思
う
あ
ま

り
、「
英
語
を
頑
張
り
な
さ
い
」

と
励
ま
し
ま
す
が
、
そ
の
言
葉

が
、
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し

て
伝
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
本
当
に

必
要
な
の
は
、
英
語
力
よ
り
も

ま
ず
安
心
感
で
す
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
―
―
そ
の
感
覚
が
あ
っ
て

こ
そ
、
人
と
つ
な
が
る
勇
気
が

生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
安
心
を
生
み
出
す
の
が

「
聴
く
力
」。

　

人
と
話
す
と
き
は
、
自
分
が

次
に
何
を
言
う
か
を
考
え
る
の

を
い
っ
た
ん
や
め
て
、
相
手
の

声
に
１
０
０
％
耳
を
傾
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

評
価
せ
ず
、
遮
ら
ず
、
た
だ

聴
く
。
そ
れ
だ
け
で
、
相
手
の

言
葉
が
自
然
に
心
に
届
き
、
自

分
の
こ
と
も
語
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

今
日
か
ら
で
き
る
小
さ
な
練

習
が
あ
り
ま
す
。

　

誰
か
と
話
す
と
き
、
あ
ご
の

第
1
回　

聴
く
力
が
育
て
る
英
語
の
土
台

̶
 

相
手
の
声
を
聴
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
対
話

力
を
ふ
っ
と
抜
き
、
相
手
の
息

づ
か
い
を
静
か
に
聴
く
こ
と
。

そ
れ
だ
け
で
、
心
の
距
離
が
少

し
近
づ
く
の
を
感
じ
る
は
ず
で

す
。
英
語
の
学
び
も
、
人
と
の

対
話
も
、
き
っ
と
そ
こ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。

著
書
『
最
強
英
語
発
音
メ
ソ

ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通
し

て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と
「
声

で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り
戻

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
番
地

５
階
）
で
12
月
6
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
鉛
筆
写
実
画
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
岡
崎
久
美
子
の
初
個

展
「Kumiko Okazaki: First 

Solo Exhibition of Pencil 
Realism

」
を
開
催
す
る
。
当

日
は
、
作
品
展
示
に
加
え
て
11

時
と
午
後
２
時
に
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
の
実
演
も
行
い
、
鉛
筆
だ
け

で
表
現
す
る
写
実
の
世
界
を
紹

介
す
る
。
参
加
費
無
料
。
写
真

の
モ
デ
ル
は
俳
優
の
ア
コ
・
ダ

ッ
チ
ス
さ
ん
。

　

ま
た
４
日
午
後
３
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
で
有

料
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
（
参
加
費
50
ド
ル
）。

　

岡
崎
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
情
熱
を
原
点
に
、
２
０
２
０

年
以
降
、
日
本
国
内
外
で
肖
像

画
や
動
植
物
な
ど
幅
広
い
作
品

を
制
作
・
今
年
9
月
に
は
、
ウ

エ
ス
ト
フ
ロ
リ
ダ
大
学
・
美
術

学
部
の
学
生
へ
の
指
導
を
行

い
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
美
術
館
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
満
席
と

な
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出

る
ほ
ど
の
高
い
評
価
を
得
た
。

岡崎久美子
ＪＡＡとレゾボックスで

鉛
筆
写
実
画
展

　ＮＹ市立博物館（５番
街１２２０番地）は今年
で４年目となるジンジャ
ーブレッド展「グレート・
ボロー・ベイクオフ」を
開催している。今年はプ
ロ、アマチュアを含め十
数人にベイカーがテーマ
「アイコニックＮＹ」に
沿って、ブラウンストー
ンの住居や高層ビル、地
下鉄など、ＮＹの象徴を
ジンジャーブレッドで製
作した。展示は１月 19
日まで、入館料は一般
23ドル（ＮＹ市民は任
意、水曜は誰でも無料）。
詳細はウェブサイト
https://www.mcny.org/
exhibition/gingerbread-
nycを参照する。

　

退
役
軍
人
ベ
テ
ラ
ン
ズ
デ
ー

の
11
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で

開
催
さ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
日
系
米
兵
の
記
念
団
体
Ｊ

Ａ
Ｖ
Ａ
＆
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｆ
の
年
次

大
会
に
古
本
不
動
産
会
長
の
古

本
武
司
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

退
役
軍
人
と
し
て
登
壇
し
た
。

　

古
本
さ
ん
は
「
私
の
父
は
、

日
本
に
ま
だ
家
族
、
親
戚
が
残

っ
て
い
る
た
め
、
日
本
に
帰
れ

な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
父
が

忠
誠
登
録
の
質
問
27
番
と
28
番

に
『
Ｎ
ｏ
、
Ｎ
ｏ
』
と
答
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
へ
の
忠

誠
と
兵
役
を
拒
否
し
た
と
み
な

さ
れ
、
私
の
家
族
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
北
部
の
ツ
ー
ル
・
レ

イ
ク
収
容
所
に
送
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
こ
の
ツ
ー
ル
レ
イ
ク

日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容

所
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
は

大
学
を
卒
業
後
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
に
志
願
し
て
出
兵
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
私
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と

Agent Orange(

枯
葉
剤)

を

受
け
た
こ
と
に
よ
る
後
遺
症
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、

２
０
１
１ 

年 

11 

月 

2 

日
の

式
典
で
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議

会
か
ら
第
１
０
０
歩
兵
大
隊
、

第 

４
４
２
連
隊
戦
闘
団
に
黄

金
勲
章
を
授
与
。
そ
の
頃
、
私

は
テ
リ
ー
・
シ
マ
さ
ん
に
Ｊ
Ａ

Ｖ
Ａ
（Japanese American 

Veterans Association

）

に

参
加
し
な
い
か
と
声
を
か
け
ら

た
。
ベ
テ
ラ
ン
ズ
・
デ
ー
は
こ

の
国
を
守
り
、
米
国
の
精
神
や

愛
国
心
を
体
現
し
て
き
た
人
々

を
讃
え
る
日
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
精
神
こ
そ
が
ア
メ
リ

カ
の
魂
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ

の
日
を
心
か
ら
敬
意
を
も
っ
て

祝
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ベ

テ
ラ
ン
ズ
・
デ
ー
は
退
役
軍
人

が
功
績
を
得
て
い
ま
す
が
、
配

偶
者
も
讃
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
私
を
ず
っ
と
支
え

て
く
れ
て
い
る
妻
も
讃
え
た
い

で
す
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
の
小
野

功
司
が
出
演
す
る
ホ
リ
デ
ー

シ
ョ
ー
「Christmas In The 

Air

」
の
Ｕ
Ｓ
ツ
ア
ー
が
28
日

に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
12
月
22
日
ま
で
全
米
各

地
で
公
演
を
行
う
。
Ｎ
Ｙ
・
Ｎ

Ｊ
エ
リ
ア
は
12
月
12
日
（
金
）

Ｎ
Ｙ
州
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
、
20
日

（
土
）
Ｎ
Ｊ
州
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
、
22
日
（
月
）

Ｎ
Ｙ
州
オ
グ
デ
ン
ズ
バ
ー
グ
。

　

小
野
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
、
そ

の
後
は
劇
団
四
季
で
俳
優
と

し
て
11
年
間
活
動
し
た
。
退

団
後
２
０
１
９
年
か
ら
Ｎ
Ｙ

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

同
シ
ョ
ー
は
昨
年
に
続
き
2

度
目
の
出
演
と
な
る
。
チ

ケ
ッ
ト
はhttps://www.

vividseats.com/christmas-
is-in-the-air-tickets/
performer/66122

か
ら
。

NY冬の名物
ジンジャー
ブレッドハウス

NY 市立博物館に

ス
ピ
ー
チ
す
る
古
本
さ
ん
（
左
）
と
妻
の
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん

俳
優
小
野
功
司
さ
ん

Ｘ
マ
ス
舞
台
に
出
演

退
役
軍
人
の
日

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
古
本
さ
ん
ス
ピ
ー
チ

垂
直
登
攀

（
す
い
ち
ょ
く
と
う
は
ん
）

壁
を
突
破
す
る

　

高
い
目
標
を
定
め
、
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
目

標
に
向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に

進
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

成
功
す
る
人
と
成
功
し
な
い

人
の
差
は
紙
一
重
で
す
。
成
功

し
な
い
人
も
、
真
面
目
で
熱
意

を
持
ち
、
一
生
懸
命
努
力
を
し

登
山
に
例
え
る
と
、
前
に
立
ち

は
だ
か
る
岩
壁
に
遭
遇
し
て
行

く
手
を
遮
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
真
っ
す
ぐ
に
高

て
い
る
人
の
は
ず
で
す
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
成
功
し
な

い
。
両
者
の
間
に
は
、
紙
一
重

で
す
が
大
き
な
違
い
が
あ
る
の

41

い
頂
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
。

　

行
く
手
を
は
ば
む
幾
多
の
困

難
を
避
け
、
安
全
で
緩
や
か
な

道
を
迂
回
し
て
進
む
方
が
賢
明

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

易
き
に
つ
く
気
持
ち
で
は
、
迂

回
し
て
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
い
く

う
ち
に
当
初
描
い
た
高
い
目
標

を
見
失
い
、
道
半
ば
で
自
分
自

身
を
納
得
さ
せ
終
わ
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

高
い
目
標
を
目
指
す
な
ら
ば
、

正
し
い
と
信
じ
る
道
を
真
っ
す

ぐ
に
突
き
進
む
、
ま
さ
に
「
垂

直
登
攀
」
の
姿
勢
で
挑
む
べ
き

な
の
で
す
。

で
す
。

　

成
功
し
な
い
人
は
、
困
難
な

壁
に
突
き
当
た
る
と
、
こ
の
壁

は
突
破
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
自
分
の
行
動
に
疑
問
を
持

ち
、
逡
巡
し
て
し
ま
う
か
ら
壁

を
突
き
破
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。

　

成
功
す
る
人
は
、
困
難
な
壁

に
突
き
当
た
っ
て
も
な
お
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
壁
は
突
破

で
き
る
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
、
粘
り
強
く
努
力
し
て
い
く

人
で
す
。

　

自
ら
の
能
力
が
無
限
で
あ
る

こ
と
を
信
じ
、
ひ
た
む
き
に
努

力
を
す
る
人
だ
け
が
困
難
な
壁

を
突
破
で
き
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.seishinjukuny.org
https://www.mcny.org/exhibition/gingerbread-nyc
https://www.vividseats.com/christmas-is-in-the-air-tickets/performer/66122


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）11月 22日（土）

新
田
知
事
が
来
米

自
然
や
食
の
魅
力
を
紹
介

　

来
年
１
月
に
就
任
予
定
の
ゾ

ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
次
期
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
が
掲
げ
る
「
生

活
コ
ス
ト
の
軽
減
」
政
策
に
対

し
、
市
内
の
不
動
産
業
界
と
小

売
業
界
の
間
で
賛
否
が
分
か
れ

て
い
る
。
家
賃
凍
結
や
市
営
食

料
品
店
の
設
置
な
ど
、
市
民
生

活
を
支
援
す
る
構
想
が
注
目
を

集
め
る
一
方
、
経
済
界
か
ら
は

懸
念
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、
家
賃
安
定

制

度
（Rent Stabilization

）

対
象
の
約
１
０
０
万
戸
を
対
象

に
家
賃
凍
結
を
検
討
し
、
富
裕

層
へ
の
課
税
強
化
や
低
価
格
住

宅
開
発
の
拡
大
を
掲
げ
て
い

る
。
住
宅
危
機
の
緩
和
を
目
指

す
姿
勢
に
対
し
、
不
動
産
業
界

団
体
の
不
動
産
委
員
会
（
Ｒ
Ｅ

Ｂ
Ｎ
Ｙ
）
は
「
低
価
格
住
宅
供

給
の
課
題
解
決
に
は
協
力
す

る
」
と
対
話
姿
勢
を
見
せ
て
い

る
。
し
か
し
一
方
で
、
マ
ン
シ

ョ
ン
所
有
者
や
中
小
家
主
の
間

で
は
、「
凍
結
に
よ
り
維
持
・

改
修
費
が
賄
え
ず
、
物
件
投
資

が
冷
え
込
む
」
と
の
懸
念
が
広

が
っ
て
い
る
。
業
界
関
係
者
か

ら
は
「
老
朽
建
物
の
収
益
性
が

す
で
に
悪
化
し
て
お
り
、
凍
結

は
最
後
の
一
撃
に
な
る
」
と
の

声
も
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
ム
ダ
ニ
氏
が
掲
げ

る
「
各
行
政
区
に
市
営
食
料
品

店
を
設
置
し
、
卸
売
価
格
で
販

マ
ム
ダ
ニ
次
期
市
長
の
政
策
に

揺
れ
る
不
動
産
・
小
売
業
界

共
働
き
の
駐
在

本
音
と
キ
ャ
リ
ア

　

Ｎ
Ｙ
市
経
済
開
発
公
社
（
Ｅ

Ｄ
Ｃ
）
は
、
老
朽
化
し
た
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
・
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
刷
新
す
る
新
計
画
を
発

表
し
た
。
世
界
最
大
級
の
旅
客

船
に
対
応
可
能
な
新
施
設
と
近

代
的
な
埠
頭
を
備
え
る
こ
の
計

画
で
は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の

西
47
丁
目
か
ら
54
丁
目
に
か
け

て
位
置
す
る
ク
ル
ー
ズ
拠
点
に

新
棟
を
建
設
す
る
。

　

改
修
に
よ
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
最
大
８
０
０
０
人
の
乗
客
を

乗
せ
た
3
隻
の
船
を
同
時
に
受

け
入
れ
可
能
と
な
る
。
現
在
、

桟
橋
は
４
０
０
０
人
が
乗
船
可

能
な
大
型
船
2
隻
ま
で
対
応
し

て
い
る
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
は
、
こ
の
計

画
が
市
の
観
光
産
業
に
と
っ
て

大
き
な
恩
恵
と
な
る
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
計
画
に
は
、
川
で
ア

イ
ド
リ
ン
グ
す
る
船
舶
に
よ
る

汚
染
を
削
減
す
る
た
め
の
新
た

な
電
気
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
か
ら
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
へ
向
か
う
多
く
の
観

光
客
を
管
理
す
る
た
め
の
新
た

な
歩
行
者
用
通
路
の
設
置
も
含

ま
れ
て
い
る
。

　

再
建
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

水
路
の
管
轄
権
を
持
つ
連
邦
政

府
を
含
む
複
数
レ
ベ
ル
の
政
府

機
関
の
承
認
が
依
然
と
し
て
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
は

具
体
的
な
時
期
を
示
さ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
工
事
費
用
の
見
積

も
り
も
提
示
し
な
か
っ
た
が
、

納
税
者
が
費
用
の
一
部
を
負
担

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。

ウエストサイドに建設
大型客船用埠頭

富山県をNYでPR

売
す
る
」
と
い
う
構
想
に
は
、

小
売
業
界
が
強
く
反
発
し
て
い

る
。
ボ
デ
ガ
や
食
料
品
店
の
経

営
者
は
「
政
府
が
民
間
と
同
じ

土
俵
で
競
え
ば
、
中
小
店
舗
は

立
ち
行
か
な
く
な
る
」
と
訴
え

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
食
料
品
店

協
会
の
デ
ビ
ッ
ド
・
シ
ュ
ワ
ル

ツ
理
事
長
は
「
政
府
は
店
の
経

営
を
知
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、

実
務
を
理
解
す
る
中
小
企
業
の

専
門
家
を
政
策
決
定
に
関
与
さ

せ
る
よ
う
求
め
た
。

　

飲
食
業
界
も
、
規
制
緩
和
や

罰
金
軽
減
、
許
認
可
の
簡
素
化

を
求
め
る
声
を
上
げ
て
い
る
。

一
方
で
、「
生
活
費
を
下
げ
る
」

と
い
う
理
念
自
体
に
は
共
感
が

広
が
っ
て
お
り
、
人
気
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
者
の
中
に
は
「
よ
り

多
く
の
人
が
健
全
な
暮
ら
し
を

送
れ
る
な
ら
喜
ん
で
税
を
負
担

す
る
」
と
支
持
を
表
明
す
る
動

き
も
あ
る
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
若
い
有
権
者

や
賃
貸
住
宅
居
住
者
の
支
持
を

背
景
に
市
長
選
を
制
し
た
が
、

政
策
実
行
に
向
け
て
は
不
動

産
・
小
売
両
業
界
と
の
協
議
が

不
可
欠
で
あ
る
。
住
宅
と
商
業

の
両
面
で
「
手
頃
さ
」
を
実
現

し
つ
つ
、
市
の
経
済
基
盤
を
ど

う
維
持
す
る
か
―
―
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
政
の
新
時
代
は
、
そ
の

難
題
に
直
面
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

リ
ダ
ッ
ク
は
12
月
３
日（
水
）

午
後
６
時
か
ら
、「
共
働
き
時

代
の
駐
在
に
つ
い
て
考
え
る　

駐
在
員
＆
駐
在
員
パ
ー
ト
ナ
ー

の
本
音
と
キ
ャ
リ
ア
」
と
題
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
。

　

近
年
、
日
本
で
は
「
共
働
き

世
帯
」
が
主
流
と
な
り
、
家
族

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
も
多
様
化
し

て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
駐

在
員
パ
ー
ト
ナ
ー
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
を
行
う CAREER MARK 

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
、
海
外
赴
任
が
家
族
と
キ

ャ
リ
ア
へ
与
え
る
影
響
と
パ
ー

ト
ナ
ー
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
す

る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
。
企
業
の
人
事
・
管
理
部
門
、

駐
在
予
定
・
駐
在
中
の
人
な
ど

へ
向
け
た
情
報
を
提
供
す
る
。

後
日
、
録
画
視
聴
も
可
能
（
そ

の
場
合
も
事
前
登
録
は
必
須
）。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事

前
登
録
。
登
録
はhttps://

us06web.zoom
.us/

webinar/register/W
N_

zVyjieTRSNW
KNS3h_

mzQdg#/registration

か
ら
。

リ
ダ
ッ
ク
が
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー 12月3日に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
片

平
大
使
公
邸
で
13
日
、
富
山
県

の
Ｐ
Ｒ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
「The 

Blessings of 13,000ft

」
が

開
催
さ
れ
た
（
富
山
県
、
在
Ｎ

Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
の
共
催
）。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
富
山
県
の

豊
か
な
自
然
、
食
、
歴
史
と
伝

統
、
文
化
な
ど
富
山
県
の
多
彩

な
魅
力
を
発
信
し
、
訪
日
外
国

人
の
誘
客
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
。

　

当
日
は
、
新
田
八
朗
富
山
県

知
事
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ほ
か
、
伝
統
工
芸
の
井

波
彫
刻
の
実
演
、
富
山
の
県
産

食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
等
が
行
わ
れ

た
。
富
山
県
議
会
議
長
の
武
田

慎
一
さ
ん
の
挨
拶
で
乾
杯
し
、

来
場
者
た
ち
は
「
富
富
富
（
ふ

ふ
ふ
）」
県
産
米
を
使
っ
た
お

に
ぎ
り
や
寿
司
、
山
元
醸
造
の

は
と
む
ぎ
味
噌
を
使
っ
た
ハ
マ

チ
は
と
む
ぎ
味
噌
幽
庵
焼
き
、

ホ
タ
ル
イ
カ
の
沖
漬
け
、
大
門

そ
う
め
ん
や
日
本
酒
を
楽
し
ん

だ
。

 　
同
県
の
富
山
市
は
今
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙

「
２
０
２
５
年
に
行
く
べ
き
52

か
所
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
５
月
に
Ｎ
Ｙ
で
開
催
さ

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
招

待
さ
れ
、
藤
井
裕
久
市
長
ら
が

市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
今
回
は

そ
れ
に
続
い
て
富
山
県
知
事
が

来
米
し
て
富
山
県
全
体
の
自
然

や
食
の
魅
力
を
旅
行
関
連
業
者

や
報
道
関
係
者
を
招
い
て
観
光

地
と
し
て
の
魅
力
を
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
し
た
。

　

会
場
で
は
、
富
山
県
南
西
部

（
南
砺
市
）
に
あ
り
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
五
箇
山

の
合
掌
造
り
集
落
や
黒
部
ル
ー

ト
峡
谷
、
立
山
山
麓
ス
キ
ー
場

な
ど
富
山
の
名
所
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
紹
介
し
た
。

　

会
場
で
は
、
南
砺
市
の
伝
統

工
芸
で
あ
る
井
波
彫
刻
の
職

人
、
花
嶋
一
作
さ
ん
が
木
彫
刻

作
品
制
作
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
招
待
客
と

し
て
来
場
し
て
い
た
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
の
日
本
ア
ー
ト

部
門
工
芸
作
品
専
門
の
学
芸

員
、
モ
ニ
カ
・
ビ
ン
チ
ク
さ
ん

＝
写
真
上
＝
は
、
日
本
間
の
天

井
な
ど
に
施
さ
れ
た
「
欄
間
」

の
彫
刻
展
示
を
見
て
「
初
め
て

実
物
の
彫
刻
彫
り
制
作
の
実
演

を
見
ま
し
た
。
と
て
も
興
味
深

い
で
す
ね
」と
見
入
っ
て
い
た
。

楽しい

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
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左
か
ら
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平
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長
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キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ク
ラ
ゲ
と
厚
揚
げ
の
煮
び
た
し

総
集
編

【
作
り
方
】　

　

キ
ク
ラ
ゲ
約
10
個
は
、
水
を

は
っ
た
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
柔
ら

か
く
戻
し
ま
す
。
厚
揚
げ
（
小

さ
い
も
の
な
ら
６
個
）
は
ざ
る

に
入
れ
、
熱
湯
を
か
け
て
油
切

り
し
ま
す
。
こ
れ
を
し
な
い
と

油
っ
ぽ
く
な
る
の
で
、
重
要
な

　

今
年
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
１

か
月
。
今
回
は
、
今
年
紹
介
し

た
プ
ロ
が
指
導
す
る
家
庭
料
理

の
中
か
ら
４
品
を
選
ん
だ
総
集

編
と
な
り
ま
し
た
。
料
理
研
究

家
の
杉
本
佳
子
さ
ん
、
和
参
の

櫻
井
覚
三
郎
シ
ェ
フ
、
高
級
ホ

テ
ル
の
和
食
シ
ェ
フ
鈴
木
達
也

さ
ん
の
ご
紹
介
す
る
料
理
を
今

一
度
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ひ
と
手
間
！
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
３

枚
く
ら
い
は
、
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
ち
ぎ
っ
て
お
き
ま
す
。

鍋
に
水
カ
ッ
プ
２
を
入
れ
、
和

風
だ
し
の
素
を
パ
ッ
ク
な
ら
半

量
入
れ
ま
す
（
通
常
、
水
４
カ

ッ
プ
で
１
パ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
の
で
。
だ
し
の
素
に
よ
っ
て

杉本佳子さんはファッションジャーナリスト
兼美容食研究家で、1988年よりニューヨー
ク在住。ファッションジャーナリストとし
て働く傍ら、YOSHIKOlicious Beautyの名前
でブログ及びインスタグラム、そして集英社
OurAgeの連載、ＮＹ発！美しくなる「トリ
プル美食」で美容食を紹介している。

櫻井覚三郎さんは、ブ
ルックリンの日本食レ
ストラン和参と a-unの
オーナーシェフでＮＹ
日本食レストラン協会
理事を務める。

鈴木達也さんは、元ＡＺＡ
ＢＵ　ＮＹのスーシェフと
して勤め、現在はマンハッ
タンのホテル内の寿司和食
レストランに勤務している。

冷
や
し
焼
き
ナ
ス
と
海
老
の

ゴ
マ
ソ
ー
ス
が
け

【
作
り
方
】　

　

な
す
び
１
本
は
へ
た
を
落
と

し
て
、
周
り
に
切
り
目
を
入
れ

て
、
塩
を
こ
す
り
つ
け
て
、
網

を
載
せ
た
直
火
で
柔
ら
か
く
な

る
ま
で
焼
け
た
ら
、
粗
熱
を
と

っ
て
皮
を
む
き
、（
Ｂ
）
の
だ

し
に
つ
け
る

　

海
老
４
匹
は
殻
つ
き
の
ま
ま

塩
少
々
を
入
れ
、
沸
騰
し
て
い

る
お
湯
に
入
れ
て
30
秒
ほ
ど
加

熱
し
て
と
り
だ
し
、
粗
熱
が
取

れ
た
ら
、
し
っ
ぽ
だ
け
殻
が
残

っ
た
状
態
に
剥
い
て
、（
Ｂ
）

の
だ
し
に
つ
け
る
。

茄
子
と
海
老
は
同
じ
出
汁
に
入

れ
て
、
30
分
ほ
ど
冷
蔵
庫
で
さ

ら
に
冷
や
し
て
か
ら
、
取
り
出

し
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
水
気

を
と
っ
て
か
ら
切
っ
て
、
器
に

盛
り
付
け
、（
Ａ
）
の
ゴ
マ
ソ

ー
ス
を
か
け
て
、
上
に
刻
み
ネ

ギ
と
お
ろ
し
し
ょ
う
が
を
盛
り

付
け
る
。
赤
か
ぶ
の
ス
ラ
イ
ス

を
添
え
る
と
美
し
い
。

材料
〇ゴマソース　（Ａ）
練りごま（タヒニでも可） .６０ｇ
砂糖 ...............................７０ｇ
酢 ...................................７０ｇ
オリーブオイル ................３０ｇ
醤油 ...............................２０ｇ
塩 ......................................８ｇ
水 ...................................９０ｇ
スリラチャ .......................１５ｇ
以上を混ぜ合わせる。

〇漬ける出汁　（Ｂ）
カツオ昆布だし（顆粒でＯＫ）
....................................３００ｇ
薄口しょうゆ ..................２０ｇ
みりん.............................２０ｇ
火にかけてひと煮たちさせた後、
よく冷やしておく。

シ
メ
サ
バ
棒
寿
司
【
作
り
方
】　

（
酢
飯
の
準
備
）

　

酢
飯
を
作
り
ま
す
。
ボ
ウ
ル

に
１
５
０
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
白
い

ご
飯
、
刻
ん
だ
寿
司
ガ
リ
、
千

切
り
に
し
た
大
葉
、
炒
り
ご
ま

を
少
々
い
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
ま

す
。少
し
混
ざ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

寿
司
ガ
リ
の
甘
酢
と
米
を
馴
染

ま
せ
ま
す
。

材料
しめさば（日系スーパーで購入）
.............................................１枚
白米 .........................1００グラム
大葉（日系スーパーで購入）...４枚
寿司がり（日系スーパーで購入）　
刻み ３０グラム（甘酢３０グラム）
いりごま ...............................少々
ライム ..................................一個

（
し
め
鯖
の
準
備
）

　

し
め
鯖
は
市
販
品
を
用
意
し

ま
す
。
薄
い
皮
が
あ
る
の
で
ま

ず
は
こ
れ
を
剥
が
し
ま
す
。
水

気
が
多
い
の
で
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
で
余
分
な
水
気
を
し
っ

か
り
と
吸
収
し
て
お
き
ま
す
。

少
し
経
っ
た
ら
鯖
に
切
れ
目
を

入
れ
ま
す
。
横
に
５
〜
６
本
切

れ
込
み
を
入
れ
ま
す
。
酢
で
〆

た
鯖
は
身
が
し
ま
っ
て
い
て
巻

き
づ
ら
い
の
で
、
切
れ
込
み
を

い
れ
て
シ
ャ
リ
と
巻
き
や
す
い

よ
う
に
し
ま
す
。

（
棒
寿
司
に
巻
い
て
い
く
）

　

ラ
ッ
プ
を
一
番
は
じ
め
に
下

に
敷
き
ま
す
。
そ
の
上
に
皮
を

下
に
、
身
を
上
む
き
に
置
き
ま

タ
コ
と
わ
か
め
、

き
ゅ
う
り
の
和
物

【
作
り
方
】　

（
下
準
備
）

▽
た
こ
＝
た
こ
は
指
の
幅
１
本

か
ら
２
本
の
一
口
大
の
大
き
さ

に
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

材料
たこ .................足１本
乾燥わかめ .........適量
きゅうり .............１本
〈土佐酢レシピ〉
顆粒だしのもと ..５ｇ
お湯 .............２００ｇ
酢 ....................５０ｇ
醤油 ...................５ｇ
みりん...............１５ｇ

下
ま
で
切
り
す
ぎ
て
完
全
に
き

ゅ
う
り
を
切
り
離
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
反
対

側
（
下
側
）
の
面
も
同
じ
よ
う

に
千
切
り
の
よ
う
に
細
か
く
切

れ
込
み
を
い
れ
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
厚
い
皮
で
も
食
べ
や

す
く
、
ま
た
味
も
染
み
込
み
や

す
く
な
り
ま
す
。

（
味
付
け
）

　

土
佐
酢
で
味
付
け
し
ま
す
。

土
佐
酢
は
出
汁
の
素
を
お
湯
で

溶
か
し
そ
こ
に
お
醤
油
、
み
り

ん
、
お
酢
を
加
え
て
冷
や
し
て

使
い
ま
す
。
わ
か
め
、
き
ゅ
う

り
、
タ
コ
を
土
佐
酢
と
と
も
に

混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
す
ぐ
に
食

べ
る
場
合
は
味
が
染
み
込
ん
で

い
な
い
の
で
、
土
佐
酢
を
少
し

多
め
に
か
け
ま
す
。
少
し
混
ぜ

て
か
ら
時
間
を
置
い
て
食
べ
る

場
合
は
土
佐
酢
を
少
な
め
に
し

す
。
身
の
上
に
仕
込
ん
だ
酢
飯

を
置
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時

少
し
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
る
要
領

で
お
米
を
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
」
と
固

め
て
こ
ね
て
い
き
ま
す
。
ラ
ッ

プ
の
手
前
の
端
と
奥
の
端
を
あ

わ
せ
る
よ
う
に
し
て
し
め
鯖
が

酢
飯
を
包
み
込
む
よ
う
に
巻
い

て
形
を
整
え
ま
す
。

（
切
り
出
し
）

　

最
後
は
棒
寿
司
を
切
っ
て
い

き
ま
す
。
ラ
ッ
プ
を
し
た
ま
ま

切
り
ま
す
。
包
丁
を
鋸
の
よ
う

に
前
後
に
大
き
く
ス
ラ
イ
ド
さ

せ
な
が
ら
切
り
ま
し
ょ
う
。
一

回
切
る
ご
と
に
タ
オ
ル
で
包
丁

を
拭
い
て
湿
ら
せ
て
お
く
と
切

り
や
す
い
で
す
。

違
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
）。
煮
立
っ
て
き

た
ら
厚
揚
げ
、
キ
ク
ラ
ゲ
、
キ

ャ
ベ
ツ
を
入
れ
て
、
キ
ャ
ベ
ツ

が
し
ん
な
り
し
、
厚
揚
げ
が
十

分
汁
を
す
っ
た
ら
、
お
ろ
し
生

姜
汁
を
大
さ
じ
１
く
ら
い
加
え

て
で
き
あ
が
り
で
す
。

て
和
え
ま
す
。
時
間
が
経
つ
と

食
材
か
ら
水
分
が
出
て
味
が
薄

く
な
る
の
で
再
度
召
し
上
が
る

直
前
に
土
佐
酢
を
か
け
る
と
美

味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

▽
わ
か
め
＝
乾
燥
わ
か
め
を
戻

し
ま
す
。
大
き
め
の
ボ
ウ
ル
の

た
っ
ぷ
り
の
お
水
で
戻
し
ま

す
。
▽
き
ゅ
う
り
＝
こ
ち
ら
の

き
ゅ
う
り
は
皮
が
厚
く
て
食
べ

に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
は
蛇
腹
切
り
と
い
う
和

食
の
技
法
を
つ
か
い
ま
す
。
き

ゅ
う
り
を
千
切
り
す
る
よ
う
に

何
度
も
切
れ
目
を
入
れ
ま
す
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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日
本
ふ
る
さ
と
名
産
食
品
展

　

一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際

化
協
会（
ク
レ
ア
）は
21
日（
金
）

か
ら
23
日
（
日
）
の
３
日
間
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
（934 3rd Avenue,

）

に
て
、
自
治
体
の
海
外
販
路
開

拓
支
援
を
行
う
た
め
、
日
本
各

地
の
地
域
特
産
品
の
実
食
・
販

売
を
行
う
物
産
展
「
日
本
ふ
る

さ
と
名
産
食
品
展
」
を
開
催
す

る
。
会
場
で
は
各
地
の
自
慢
の

逸
品
を
紹
介
し
、
試
食
や
購
入

を
通
じ
て
、
日
本
の
豊
か
な
食

文
化
を
体
験
で
き
る
。
当
日
は

７
自
治
体
／
10
事
業
者
に
よ

る
、
43
品
目
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

開
催
時
間
は
、
21
日
（
金
）

が
正
午
か
ら
午
後
７
時
、
22
日

（
土
）
が
午
前
11
時
か
ら
午
後

８
時
、
23
日
（
日
）
が
午
前
11

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
入
場

無
料
。
予
約
不
要
。

　

出
展
事
業
者
は
次
の
通
り
。

●
株
式
会
社 

ミ
ナ
ミ
食
品（
岩

手
県
：
南
部
ゆ
ば
と
わ
か
め
の

う
ま
塩
ス
ー
プ
、
南
部
ゆ
ば
の

醤
油
ス
ー
プ
）

●
株
式
会
社 

常
陸
風
月
堂（
茨

城
県
：
栗
蒸
し
羊
羹
）

●
株
式
会
社 

染
野
屋
（
茨
城

県
：
ソ
ミ
ー
ト
し
ょ
う
が
焼
き
、

ソ
ミ
ー
ト
炙
り
焼
き
、
ソ
ミ
ー

ト
プ
ル
コ
ギ
）

●
コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
埼
玉

県
：
ビ
ー
ル
）

●
有
限
会
社 

粋
（
福
井
県
：

冷
凍
穴
子
の
棒
寿
司
、
冷
凍
浜

焼
鯖
の
押
し
寿
司
）

●
小
山
製
茶
（
熊
本
：
緑
茶
、

ほ
う
じ
茶
、
抹
茶
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

茶
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
紅
茶
）

●
株
式
会
社 

日
本
海
水
（
熊

本
市
：
ふ
り
か
け
）

●
株
式
会
社SAZANKA 

FARM

（
宮
崎
県
：
焼
き
芋
）

●
株
式
会
社 
タ
ケ
マ
ン
（
鹿

児
島
県
：
た
け
の
こ
水
煮
、
た

け
の
こ
ご
飯
の
素
）

●
株
式
会
社 

海
連
（
鹿
児
島

県
：
さ
つ
ま
い
も
、
焼
き
芋
）

詳細はウェブサイト
https://sites.google.com/jfcausa.org/offi  cial2025japanesefoodexpo/home

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
中
で
も
、「
世
界
の
富

裕
層
御
用
達
の
デ
パ
ー
ト
」
と

言
え
る
の
が
五
番
街
57
丁
目
か

ら
58
丁
目
の
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
占

め
る
高
級
百
貨
店
、
バ
ー
グ
ド

ル
フ
グ
ッ
ド
マ
ン
だ
。

　

毎
年
11
月
か
ら
の
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
に
は
７
階
特
設
ア
ー

ト
ギ
フ
ト
会
場
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
最
近
は
画
家
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住

の
日
本
人
作
家
、
堂
園
ま
り
子

さ
ん
＝
写
真
＝
の
金
箔
絵
画

「
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
レ
ガ
ン
ス
」

シ
リ
ー
ズ
が
、
人
気
の
展
示
作

品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年

連
続
の
出
品
で
、
現
在
は
常
設

と
な
り
、
１
年
を
通
じ
て
展
示

さ
れ
て
い
る
常
連
だ
。

　

販

売

価

格

は

３
０
０
０
ド
ル
か
ら

３
万
ド
ル
。
出
品
点

数
は
10
作
品
。
昨
年
常

設
の
作
品
が
す
で
に

２
万
８
０
０
０
ド
ル
、

今
回
納
品
し
て
す
ぐ

１
万
２
０
０
０
ド
ル
の

作
品
が
売
れ
る
と
い
う

人
気
ぶ
り
だ
。
展
示
販

売
は
12
月
31
日
ま
で
。

堂園まり子さんの絵 展示販売
高級百貨店バーグドルフグッドマンで

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
https://sites.google.com/jfcausa.org/official2025japanesefoodexpo/home
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本
紙
の
表
紙
写
真
で
も
お
馴

染
み
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
植
山
慎
太

郎
さ
ん
に
よ
る
「
月
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」
シ
リ
ー
ズ
を
収
録
し

た
２
０
２
６
年
版
フ
ォ
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
登
場
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
っ
た
小
さ
な

挑
戦
が
、
今
年
で
6
年
目
を
迎

え
た
。「
旅
を
す
る
よ
う
に
日

常
を
過
ご
す
」
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
季
節
と
詩
的
な
瞬
間

を
届
け
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
包
ま
れ

た
日
。
仕
事
も
撮
影
も
す
べ
て

が
止
ま
っ
た
中
で
、「
写
真
を

通
し
て
人
を
元
気
づ
け
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
れ
か
ら
6

年
、
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る

フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
が
今
年
も

新
作
を
迎
え
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
永
遠
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
、
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
の
紅
葉
、
雪
に
沈
む

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
、
春
色
の
光
。
街
が

魅
せ
る
一
瞬
の
表
情
を
切
り
取

り
、「
時
間
の
流
れ
と
と
も
に

変
わ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
詩

情
」
を
感
じ
ら
れ
る
構
成
に
し

た
。

　

一
般
的
な
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ

う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
を
並
べ
る
の
で
は
な

く
、「
暮
ら
し
に
飾
っ
て
も
、

心
が
静
か
に
満
た
さ
れ
る
」
よ

う
な
写
真
を
セ
レ
ク
ト
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
た
び
に
、
ま
る
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
旅
し
て
い
る

よ
う
な
気
分
に
。
イ
ン
テ
リ
ア

と
し
て
も
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
げ
た
。
忙
し
い
日
々
の

中
で
ふ
と
視
線
を
上
げ
た
と

き
、
心
が
少
し
軽
く
な
る
よ
う

な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
目
指
し
て
い

る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

受
け
付
け
締
め
切
り
迫
る

　

植
山
さ
ん
は
「
ご
自
宅
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
、
オ
フ
ィ
ス
の

安
ら
ぎ
に
、
大
切
な
方
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
飾
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い

る
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

リ
タ
ー
ン
と
し
た
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
現
在
進
行
中
だ
。

■ 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
概
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：

あ
な
た
の
1
年
を
重
ね
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
記
憶
を
綴
る
カ
レ

ン
ダ
ー
を
届
け
た
い
！

実
施
場
所
：CAMPFIRE

ペ
ー
ジURL

：https://camp-
fire.jp/projects/872113/
view
 

支
援
受
付
期
間
：
２
０
２
５

年
10
月
28
日
〜
11
月
22
日

主
な
リ
タ
ー
ン
：
２
０
２
６
年

版
フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
、
フ
ォ

ト
キ
ャ
ン
バ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
フ

ォ
ト
デ
ー
タ
セ
ッ
ト 

な
ど
。

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
：
植
山 

慎
太
郎 (

う
え
や
ま 

し
ん
た
ろ

う)

＝
在
住
地
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
出
身
地
：
奈
良
県
。  

普

段
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
・
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
フ
ォ
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ

ォ
ト
・
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
・

料
理
撮
影
な
ど
幅
広
く
活
動
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
で
5
年
連
続
入

賞
、Gold

賞
・Bronze

賞
獲
得
。

2026 年版 NYカレンダー
植山慎太郎・作

■親しき仲にも殺意あり（赤川次郎、集英社文庫）捜査一
課の若手刑事・森口容子は、幼稚園からずっと一緒の大親
友・平田結美のアパートへ遊びにきた。ただし彼女が殺し
屋だなんて容子はまったく知らない。しかも結美はバイク
で逃げ去る男を弾丸一発で仕留めてしまうほどの凄腕だ。
2人の友情はいかに。赤川次郎の青春クライムサスペンス。
■黒い糸（染井為人、角川文庫）結婚相談所に勤めるシン
グルマザーの亜紀は、クレーマー会員とトラブルを起こし
て以来悪質な嫌がらせに苦しんでいた。さらに息子が通う
小学校ではクラスメイトが誘拐される。亜紀と祐介を追い
詰める異常犯罪。“化け物 ”は一体誰なのか。染井為人の
戦慄サスペンス。■弁護士不足（内田貴、ちくま新書）リー
ガル・リテラシーを用いてあらゆる課題や実務に対応する
弁護士は社会インフラの要である。しかしこの人材が質・
量ともに危機的な状況である。本書ではロースクール・司
法試験という人材の供給過程を徹底的に検証。彼らが支え
るべき経済や社会のあらゆる活動、主に法廷外での活躍の
必要性と可能性を洗い出す。■神さまショッピング（角田
光代、新潮社）夫にも内緒でひとりスリランカへ向かった
美津紀が神さまに祈るのは、ぜったい誰にも言えないあの
こと。鶴子が向かったのは、強力な効力を持つといわれる
京都の神社。パリの奇跡の教会へ辿り着いた吉乃。誰もが
何かにすがりたい今の時代に神さまを求める8人を描いた短篇集。■きみは
メタルギアソリッドV（ジャミル・ジャン・コチャイ、河出書房新社）ビデ
オゲームのマップに入り込み、アフガニスタンの故郷で殺されようとしてい
る叔父を救出に向かう少年。配達され続ける息子の肉片を縫い合わせていく
母親。いつまでも死ねない老女を見守る天使と地球など、アフガニスタン系
アメリカ人作家による短篇集。■凍える島（近藤史恵、創元推理文庫）茶店「北
斎屋」店長の野坂あやめは、得意客やその友人を含む男女8人で瀬戸内海に
浮かぶ島を訪れた。数年前まで新興宗教の聖地だったという島で良質な退屈
を楽しむはずが、密室状況で無惨な刺殺体が発見されてしまう。霧に包まれ
た孤島で何が起きているのか。第4回鮎川哲也賞受賞作。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

赤
川
次
郎
の
青
春
ク
ラ
イ
ム
サ
ス
ペ
ン
ス
。
現
代
社
会
の
不
条
理
と
タ
ブ
ー
に
挑
む
。

日
本
を
支
え
る
法
的
イ
ン
フ
ラ
の
危
機
。
神
頼
み
の
８
人
が
向
か
っ
た
先
は
。
新
世
代
イ

ス
ラ
ム
・
マ
ジ
ッ
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
短
篇
集
。
霧
に
閉
ざ
さ
れ
た
孤
島
で
起
き
た
事
件
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ー
ザ
ン
バ
ー

ラ
ン
ド
州
に
あ
る
ダ
ム
。
こ
の

ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
前
、
谷
に

は
農
場
や
家
屋
が
立
ち
並
び
、

歌
声
で
村
を
賑
わ
す
音
楽
家
た

ち
が
住
ん
で
い
た
。
ダ
ム
が
完

成
す
る
直
前
、
あ
る
父
と
娘
は

水
没
す
る
村
を
訪
れ
、
誰
も
い

な
く
な
っ
た
家
々
を
訪
れ
て
バ

イ
オ
リ
ン
を
奏
で
、
歌
を
う
た

っ
て
ま
わ
っ
た
。
か
つ
て
こ
こ

に
生
き
た
す
べ
て
の
人
、
生
き

物
、
草
花
、
精
霊
た
ち
に
捧
げ

る
た
め
に
。
そ
の
後
、
ダ
ム
が

で
き
て
か
ら
も
人
々
は
こ
の
谷

に
で
き
た
キ
ー
ル
ダ
ー
湖
に
集

い
、
音
楽
の
伝
統
は
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
。

　

レ
ヴ
ィ
・
ピ
ン
フ
ォ
ー
ル
ド

の
ダ
ー
ク
で
精
緻
な
挿
し
絵
と

と
も
に
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
を
受
賞
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
作

家
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド

が
、
美
し
い
命
の
賛
歌
を
優
し

く
綴
っ
た
作
品
。
ダ
ム
に
沈
ん

だ
町
に
ま
つ
わ
る
実
話
を
も
と

に
、
絵
本
で
「
音
楽
」
を
表
現

し
た
映
画
の
よ
う
な
物
語
が
大

人
も
楽
し
め
る
内
容
だ
。
日
本

語
で
読
む
な
ら
『
ダ
ム
―
こ
の

美
し
い
す
べ
て
の
も
の
た
ち
へ

―
』（
評
論
社
）。　
　
（
高
田
）

村
が
ダ
ム
湖
に
沈
む
前
に

 『The Dam』
Written by  David Almond

Published by  Candlewick Studio

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
https://camp-fire.jp/projects/872113/view
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年
に
一
度
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ

イ
デ
ー
が
、
今
年
も
始
ま
り
ま

す
。
当
サ
ロ
ン
で
も
、
皆
さ
ま

に
忙
し
い
日
常
の
中
で
忘
れ
が

ち
な
「
肌
と
こ
こ
ろ
の
休
息
」

を
、
贅
沢
に
、
し
か
も
手
に
届

く
価
格
で
ご
提
供
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
、
年
間
通
じ
て
使

用
で
き
る
、
最
先
端
の
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
や
レ
ー
ザ
ー
を
組
み
合

わ
せ
た「
ス
キ
ン
ケ
ア
プ
ラ
ン
」

と
、
深
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
目
指
す
「
ス
パ
プ
ラ
ン
」
を

ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
た
と

え
ば
〈
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例
〉
と

し
て
、HydraFacial

（
デ
ィ

ー
プ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
＋
保
湿
）、

Ｉ
Ｐ
Ｌ
フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
（
し
み
・
く
す
み
の
改
善
）、

Clear-Lift

（
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム

の
少
な
い
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
レ
ー

ザ
ー
）、
ホ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン
や

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
が
選
べ
る
ボ
デ

ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
高
品
質
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ア
ロ
マ
を
用
い
た
日

本
式
の
ヘ
ッ
ド
ス
パ
、
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル

（
保
湿
と
整
肌
）
な
ど
を
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。
全
身
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
ト

ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

な
ら
で
は
の
強
み
。
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
点
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
各
プ
ラ
ン
は
通
常
価

格
か
ら
最
大
50
％
オ
フ
に
な
る

特
別
な
設
定
で
、
日
常
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
特
別
な
日
の
直
前

に
も
お
す
す
め
で
す
。
二
人
で

分
け
合
え
る
ペ
ア
プ
ラ
ン
や
、

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
添
え
て
遠
方

の
ご
友
人
や
大
切
な
方
へ“
癒

や
し
の
時
間”

を
贈
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
施
術
は
経
験
豊
富

な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
、

安
全
管
理
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も

徹
底
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

次
回
に
使
え
る
ス
パ
バ
ウ
チ
ャ

ー
付
き
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
販

売
は
11
月
30
日
ま
で
の
期
間
限

定
、
枠
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。
一
年
間
の
自
分
へ
の
ご
褒

美
と
し
て
「
肌
と
こ
こ
ろ
の
休

息
」
を
、
こ
の
機
会
に
ゆ
っ
く

り
整
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ

ま
に
心
地
よ
い
時
間
を
お
届
け

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
詳
し
く

は
サ
ロ
ン
Ｈ
Ｐ
やInstagram

「yukiebeautyspa

」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴

30
年
。SKIN DEEP NYC

美

容
皮
膚
科
、Yukie Natori 

Salon & Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日

本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
に
美
肌
の
ケ
ア

静
か
な
朝
の
ク
オ
モ
、
赤
い
夜
の
ス
リ
ワ

ー
政
治
が
街
に
溶
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

藤田カンナ
美容クリニック「Re:forma」と
「Kirei House」代表として日本の美
の哲学と、米国および世界中から
取り入れた先進的な技術を融合さ
せ、心身の調和を重視した総合的
な美容と健康ケアを提供。女性の
健康をサポートするために開発、
Femtech アワードを受賞した幹細
胞製品の米国代表。KAATSU スペ
シャリスト認定資格およびインテ
グレーティブ・ニュートリション
認定ヘルスコーチの資格を持ち、
コロンビア大学で学んだビジネス
と経営の知識を活かし、事業運営
や顧客サービスにおいて、常に最
先端のアプローチを追求している。

　

巨
大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
政
治
が
思
い
が
け
な
い
場

所
に
姿
を
現
す
。
新
し
い
市
長

が
決
ま
っ
た
今
だ
が
、
実
は
２

人
の
候
補
と
投
票
の
前
に
別
々

の
場
所
で
会
話
を
交
わ
す
機
会

が
あ
っ
た
。

　

朝
の
静
け
さ
の
中
で
語
ら
れ

る
政
策
も
、
夜
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
交
わ
さ
れ
る
街
の
声
も
、
す

べ
て
が
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魅
力
の
ひ

と
つ
は
、
政
治
が
「
特
別
な
舞

台
の
上
だ
け
」
で
語
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、
街
の
日
常
に
自
然

と
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
だ
。

早
朝
の
会
場
で
も
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
雑
踏
で
も
、
政
治
は
い
つ

も
生
活
の
近
く
に
あ
る
。

　

あ
る
朝
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

開
か
れ
た
小
さ
な
朝
食
会
に
招

か
れ
た
。
ま
だ
街
が
完
全
に
目

を
覚
ま
す
前
、
柔
ら
か
な
光
が

差
し
込
む
会
場
に
登
壇
し
た
の

は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
。
経

済
、
移
民
政
策
、
治
安̶

̶

語

ら
れ
る
話
題
は
幅
広
く
、
ど
の

言
葉
も
驚
く
ほ
ど
冷
静
で
実
務

的
だ
っ
た
。

　

会
場
の
誰
か
が
、「
知
事
か

ら
市
長
に
な
る
の
は
『
降
格
』

で
は
？
」
と
冗
談
交
じ
り
に
投

げ
か
け
る
と
、
ク
オ
モ
氏
は
ふ

っ
と
笑
み
を
浮
か
べ
、
こ
う
返

し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
経
験

者
で
な
い
と
務
ま
ら
な
い
街
だ

よ
」。

　

そ
の
表
情
に
は
、「
今
の
候

補
者
の
多
く
は
ま
だ
未
熟
で
、

こ
の
街
に
は
自
分
の
よ
う
な
経

験
が
必
要
な
の
だ
」
と
い
う
静

か
な
自
負
が
に
じ
ん
で
い
た
。

　

朝
の
光
の
中
で
語
ら
れ
る
ユ

ー
モ
ア
の
裏
に
は
、
巨
大
都
市

を
率
い
て
き
た
者
だ
け
が
知
る

独
特
の
重
み
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
別
の
晩
。
ロ
ー
カ
ル
の

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
に
足

を
運
ぶ
と
、
賑
や
か
な
テ
ー
ブ

ル
の
向
こ
う
に
、
ひ
と
き
わ
目

立
つ
赤
い
ベ
レ
ー
帽
が
見
え

た
。
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ
氏

（
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
創
設
者
）
だ
。

　

特
別
な
警
備
が
あ
る
わ
け
で

も
な
く
、
地
元
の
住
民
と
肩
を

並
べ
な
が
ら
、
治
安
や
地
域
の

未
来
を
語
り
合
う
姿
は
、
ま
さ

に
「
街
の
声
」
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
静
か
な
朝
の
政
策
論
と
、

夜
の
赤
い
ベ
レ
ー
帽
が
放
つ
熱

量
。

　

二
つ
の
対
照
的
な
風
景
の
あ

い
だ
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い

う
都
市
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
制
度
や
経
済
を
語

る
合
理
的
な
側
面
と
、
街
角
の

温
度
を
守
ろ
う
と
す
る
情
熱
的

な
側
面
。
そ
の
両
方
が
、
こ
の

都
市
の
生
命
力
を
支
え
て
い

る
。

　

日
本
で
は
政
治
家
と
一
般
市

民
の
距
離
を
遠
く
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
違
う
。
カ
フ
ェ
で
も
、
地
下

鉄
で
も
、
特
別
な
舞
台
を
用
意

し
な
く
て
も
、
こ
の
街
で
は
政

治
が
人
々
の
生
活
に
交
わ
り
続

け
て
い
る
。
そ
の
近
さ
こ
そ

が
、
世
界
中
の
人
を
惹
き
つ
け

る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
さ
」

の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
。

　

朝
の
ク
オ
モ
氏
の
ユ
ー
モ
ア

も
、
夜
の
ス
リ
ワ
氏
の
赤
い
ベ

レ
ー
帽
も̶

̶

　

そ
の
ど
ち
ら
も
が
、
こ
の
都

市
を
形
づ
く
る
重
要
な
ピ
ー
ス

で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生

き
る
人
々
の
物
語
の
一
部
な
の

で
あ
る
。

スリワ氏（写真左）とクオモ
氏と（同右）

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
tel:18778852726
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米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主

催
の
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル 

２
０
２
６
年
度
の
開
催
日
程
が

次
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。 

各
課
題
の
発
表
時
に
掲
載
に
な

る
応
募
規
定
を
参
照
と
し
、
同

号
に
記
載
の
あ
る
応
募
締
め
切

り
日
ま
で
に
作
品
を
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。 

 【
第
60
回
冬
期
】   

課
題
発
表
：
２
０
２
５
年
12
月

6
日
号     

応
募
申
込
締
切
：
26
年
2
月
4

日
（
水
）   

選
考
作
品
発
表
：
26
年
2
月
14

日
号      

 【
第
61
回
春
期
】     

課
題
発
表
：
26
年
2
月
14
日
号     

応
募
申
込
締
切
：
26
年
4
月
1

日
（
水
）   

選
考
作
品
発
表
：
26
年
4
月
11

日
号       

 【
第
62
回
夏
期
】      

課
題
発
表
：
26
年
5
月
9
日
号     

応
募
申
込
締
切
：
26
年
7
月
1

日
（
水
）  

選
考
作
品
発
表 

：
26
年
7
月
11

日
号           

 【
第
63
回
秋
期
】     

課
題
発
表
：
26
年
9
月
5
日
号     

応
募
申
込
締
切
：
26
年
11
月
4

日
（
木
）   

選
考
作
品
発
表 

：
26
年
11
月
14

日
号      

 

▽
２
０
２
６
年
度
年
間
大
賞
・

団
体
賞
の
発
表
：
27
年
1
月
1

日
新
年
特
別
合
併
号        

 

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。    

 

コ
ン
ク
ー
ル
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nyseikatsu.com

、
ま
た
は
電

話
２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９

ま
で
。 

硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル

日
程
決
ま
る

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
ピ
エ
ー

ル
・
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ペ
ロ
学

長
）の
全
日
制
幼
児
部
は
７
日
、

オ
ペ
ラ
歌
手
の
べ
リ
ッ
ソ
・
ハ

ー
ナ
ン
氏
を
招
き
、
仏
英
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
合
同
で
秋
の
芸
術
鑑

賞
会
を
開
催
し
た
。
べ
リ
ッ
ソ

氏
の
話
し
声
が
一
瞬
に
し
て
オ

ペ
ラ
の
歌
声
に
変
わ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
驚
き
と
感
動
が
入

り
混
じ
っ
た
表
情
で
、
思
わ
ず

か
た
ま
っ
て
い
た
。
氏
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
作
曲
『
魔
笛
』
よ

り
、
鳥
の
パ
パ
ゲ
ー
ノ
に
扮
し

て
短
い
ア
リ
ア
を
披
露
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み
の

あ
る
童
謡
や
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

「Blackbird

」
な
ど
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
ギ
タ
ー
の
演

奏
と
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り
取

り
を
交
え
な
が
ら
演
奏
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
べ
リ
ッ
ソ
氏

が
導
く
音
楽
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
鑑

賞
し
て
い
た
。
オ
ペ
ラ
の
簡
単

な
説
明
も
あ
り
、
ま
さ
に
「
芸

術
の
秋
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心

豊
か
な
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

ケネディ・インター
ナショナルスクール

芸術鑑賞会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

は
年
３
回
、
各
種
検
定
試
験

を
実
施
・
運
営
し
て
い
る
。

２
０
２
５
」
年
度
第
3
回
と

し
て
、
来
年
1
・
２
月
に
英

検®

を
は
じ
め
、
漢
字
検

定
、
数
学
検
定
を
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
検
定
に
合
格
す
る

と
、
推
薦
入
試
で
の
内
申
点

加
算
や
受
験
で
の
優
遇
措
置

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
取
得

級
を
履
歴
書
に
記
載
す
る
こ

と
で 

就
職
活
動
で
も
有
利 
に

な
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ
メ
ー
ルkentei@nyikuei.

org

（
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園 

検
定

事
務
局
）
ま
で
。
申
し
込
み
・

試
験
会
場
な
ど
の
詳
細
は
学

園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japaneseschool.org/exam/

を
参
照
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

田
切
利
幸
校
長
）
中
高
等
部
は

８
日
、
毎
年
恒
例
の
ミ
ニ
運
動

会
を
実
施
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
生
徒
会
活
動
と
し
て
位
置
づ

け
、
生
徒
会
役
員
が
中
心
と
な

っ
て
競
技
の
選
定
や
進
行
を
企

画
・
準
備
し
た
。
役
員
た
ち
は

数
週
間
に
わ
た
り
教
室
を
回
っ

て
競
技
説
明
を
行
う
な
ど
、
着

実
に
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

当
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

と
な
り
、
午
後
か
ら
生
徒
約
90

人
が
紅
白
に
分
か
れ
て
競
技
に

参
加
し
た
。フ
ラ
フ
ー
プ
送
り
、

台
風
の
目
、
綱
引
き
な
ど
、
学

年
の
枠
を
越
え
た
仲
間
同
士
が

多
い
補
習
校
ら
し
く
、
縦
割
り

チ
ー
ム
で
も
す
ぐ
に
一
体
感
が

生
ま
れ
、
熱
い
声
援
が
飛
び
交

っ
て
い
た
。
フ
ラ
フ
ー
プ
送
り

に
は
校
長
も
飛
び
入
り
で
加
わ

り
、
生
徒
と
一
緒
に
笑
顔
で
汗

を
流
し
て
い
た
。
中
高
生
が
自

分
た
ち
の
運
動
会
を
楽
し
み
、

教
員
も
一
緒
に
秋
の
ひ
と
と
き

を
満
喫
し
た
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
ミ
ニ
運
動
会
と
な
っ
た
。

ミ
ニ
運
動
会
を
開
催

Ｎ
Ｊ
補
習
校
の
中
高
等
部

各種検定試験
NY育英学園で実施
校外生の受験も可能

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
４
年

生
は
10
月
31
日
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
ヒ
ル
ハ

ウ
ス
を
訪
問
し
音
楽
の
発
表
を

行
っ
た
。
子
供
た
ち
は
こ
の
日

の
た
め
に
熱
心
に
練
習
を
重
ね

て
い
た
。
演
奏
曲
は
「
さ
く
ら

さ
く
ら
」「
も
み
じ
」「
と
も
だ

ち
讃
歌
」
の
３
曲
。
ど
の
曲
も

季
節
や
友
情
を
テ
ー
マ
に
、
聴

く
人
の
心
に
届
く
よ
う
丁
寧
に

歌
っ
た
。

　

当
日
は
多
く
の
入
所
者
や
職

員
が
集
ま
り
、
会
場
は
穏
や
か

で
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
子
供
た
ち
は
英
語
で
曲
の

紹
介
も
行
い
、
そ
の
堂
々
と
し

た
姿
に
観
客
は
感
心
し
て
い

た
。
演
奏
が
始
ま
る
と
皆
が
静

か
に
耳
を
傾
け
、
１
曲
ご
と
に

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
中

に
は
感
動
の
あ
ま
り
涙
を
流
す

入
所
者
も
い
た
。発
表
後
は「
素

晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ
た
」「
ま

た
来
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け

る
方
も
多
く
、
子
供
た
ち
は
誇

ら
し
い
表
情
を
浮
か
べ
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を

結
び
、
人
に
感
動
を
届
け
ら
れ

た
喜
び
を
味
わ
っ
た
子
供
た
ち

は
「
と
て
も
良
い
発
表
が
で
き

た
」「
ま
た
行
き
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
音
楽

に
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
力
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。
子

供
た
ち
の
ま
っ
す
ぐ
な
歌
声
と

真
剣
な
ま
な
ざ
し
は
、
聴
く

人
々
の
心
に
温
か
く
響
い
た
。

海
外
で
の
貴
重
な
体
験
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
な
る
だ
ろ
う
。

高
齢
者
施
設

訪
問
し
、
演
奏

歌
声
で
繋
ぐ
心

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
４
年
生

http://www.gwjs.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
https://japaneseschool.org/exam/
https://japaneseschool.org/exam/
https://japaneseschool.org/exam/
https://japaneseschool.org/exam/
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現
在
小
学
５
年
生
の
息
子

が
お
り
ま
す
。
小
学
１
年
生
の

時
に
渡
米
し
、
３
か
月
ほ
ど
前

に
帰
国
し
ま
し
た
。
日
本
語
補

習
校
に
は
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
国
語
が
苦
手
で
す
。
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
国
語
の
遅
れ
を

取
り
戻
せ
る
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ　

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、

漢
字
等
を
覚
え
る
時
期
に
2
か

国
語
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、

当
然
日
本
の
小
学
生
と
は
差
が

で
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
で
帰

国
す
る
と
中
学
受
験
を
意
識
し

て
国
語
の
遅
れ
が
気
に
な
り
ま

す
が
、
公
立
の
中
学
に
は
だ
れ

で
も
進
学
で
き
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。 

　

こ
の
状
態
で
は
学
校
の
勉
強

に
も
つ
い
て
い
け
な
い
と
心
配

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
で

暮
ら
し
て
い
る
う
ち
に
日
本
語

能
力
は
向
上
し
ま
す
。
焦
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か

の
国
語
力
を
つ
け
る
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。 

　

ま
ず
は
読
書
で
す
。
あ
り
き

た
り
な
答
え
で
す
よ
ね
。
ご
家

庭
で
試
さ
れ
て
も
字
を
読
む
こ

と
が
苦
手
で
「
そ
も
そ
も
本
を

開
い
て
く
れ
ま
せ
ん
」
と
悩
ん

で
い
る
保
護
者
の
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

　

そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
は

「
こ
ど
も
新
聞
」
で
す
。
こ
ど

も
向
け
の
新
聞
は
、
難
し
い
内

容
も
か
み
く
だ
い
て
わ
か
り
や

す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
内
容

を
理
解
し
な
が
ら
読
み
進
む
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
読
解
力
が

向
上
し
ま
す
。
ま
た
新
聞
を
読

み
続
け
る
こ
と
で
、
知
ら
な
か

っ
た
漢
字
を
覚
え
た
り
、
語
彙

力
が
あ
が
っ
た
り
と
い
っ
た
効

果
も
得
ら
れ
ま
す
。
好
き
な
記

事
を
読
み
、
要
約
を
す
る
こ
と

を
定
期
的
に
続
け
て
い
れ
ば
、

要
約
力
も
身
に
付
き
相
手
に
伝

え
る
力
が
向
上
し
ま
す
。
手
軽

に
ご
家
庭
で
始
め
ら
れ
る
の

で
、
ご
家
族
の
皆
様
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

　

次
に
作
文
で
す
。
作
文
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
読
み
や

す
い
文
章
に
す
る
た
め
に
、
序

論
、
本
論
、
結
論
の
三
段
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
意

識
す
る
こ
と
に
よ
り
内
容
が
整

理
さ
れ
て
、
伝
え
る
力
を
効
率

的
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
筋
道
を
立
て
て

考
え
、
理
由
や
根
拠
を
示
し
て

自
分
の
意
見
を
論
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
、物
事
を
深
く
理
解
し
、

考
え
る
力
が
養
わ
れ
ま
す
。
起

承
転
結
や
論
理
的
な
構
成
を
意

識
す
る
こ
と
で
、
ま
と
ま
り
の

あ
る
文
章
を
作
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
基
本
的
な
文
法

や
表
現
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と

は
語
彙
力
や
表
現
力
の
不
足
解

消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
方
法
を
知
る
こ
と

で
、
単
調
な
文
章
を
避
け
、
よ

り
豊
か
な
文
章
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

最
後
に
速
読
で
す
。
速
読
は

読
書
速
度
が
向
上
す
る
た
め
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
や
記

事
を
読
む
こ
と
に
抵
抗
が
な
く

な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で

も
本
に
手
が
伸
び
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
必
要
な
情
報
を
素
早

く
理
解
し
、
記
憶
に
残
す
こ
と

で
、
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
国
語

力
が
鍛
え
ら
れ
る
と
共
に
集
中

力
、
理
解
力
、
記
憶
力
も
向
上

し
ま
す
。 

　

速
読
、
作
文
は
ご
家
庭
で
取

り
組
む
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
教
室
に
通
っ
て
も
よ

い
で
す
し
、
い
ま
な
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
も
あ
り
ま
す
。 

　

海
外
で
の
学
習
経
験
が
あ
る

帰
国
生
は
日
本
の
学
校
で
習
う

内
容
と
異
な
る
た
め
、
学
習
進

捗
に
遅
れ
が
出
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

日
本
語
の
未
熟
さ
か
ら
、
友
人

と
の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
か

ず
、
ト
ラ
ブ
ル
や
ス
ト
レ
ス
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
海
外
で
の
貴
重
な
経
験

は
誰
も
が
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
る
強
さ
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　

ご
家
族
の
皆
様
は
情
報
収
集

を
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
機

関
に
頼
る
な
ど
、
お
子
様
に
最

適
な
方
法
で
時
間
を
か
け
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で

す
。 

　「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外
赴

任
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
「
母
親
が

歩
い
て
見
た
帰
国
生
の
た
め
の

学
校
案
内
」
を
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う

首
都
圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集

め
た
帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

入
試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載
。

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

本欄への相談は 
フレンズ帰国生海外赴任サポート
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生 海外赴任サポート        平野さくら 相談員
滞在歴と滞在時の子供の年齢：シアトル（３年）長女 7歳～ 10歳 

国語力をつける

　

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
図
書
館
で
6
日
、
和
菓

子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
た
。
株
式
会
社Enny

の
山

本
縁
氏
が
講
師
を
務
め
、
和
菓

子
業
界
の
歴
史
的
変
遷
や
近
年

の
動
向
、
後
継
者
不
足
な
ど
に

よ
る
伝
統
産
業
の
課
題
と
文
化

継
承
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
義

し
た
。
通
訳
は
、
ア
ジ
ア
言
語

文
化
学
部
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
学
生
が
担
当
し
た
。

　

講
義
に
続
き
、
参
加
者
は

W
aku Paku

と
い
う
製
品
を

使
っ
て
、
桜
や
菊
を
模
し
た
練

り
切
り
づ
く
り
を
体
験
し
た
。

参
加
者
は
日
本
語
学
習
者
に
限

ら
ず
、
学
部
生
・
大
学
院
生
を

は
じ
め
多
様
な
背
景
を
持
つ
学

生
が
集
ま
り
、
会
場
は
終
始
活

気
に
あ
ふ
れ
た
。
練
り
切
り
制

作
を
通
じ
て
自
然
な
交
流
の
輪

が
広
が
り
、
参
加
者
同
士
の
つ

な
が
り
も
深
ま
っ
た
。

練り切りで
日本文化学ぶ
ラトガース大で

　

ハ
ン
タ
ー
大
学
で
13
日
午

後
、
日
本
の
茶
道
と
最
新
技
術

が
コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
技
術
を
使
っ

た
茶
室
体
験
で
、
同
大
学
の
学

生
を
中
心
に
約
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。

　

同
大
学
芸
術
・
科
学
学
部
学

部
長
エ
リ
カ
・
チ
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ズ
さ
ん
の
進
行
で
、
同
大
学

の
裏
千
家
茶
道
講
師
の
コ
ー
ル

阿
部
真
理
さ
ん
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
准
教
授
の

オ
エ
ウ
ォ
ー
レ
・
オ
エ
コ
ヤ
さ

ん
が
今
回
の
実
験
に
つ
い
て
説

明
、
阿
部
さ
ん
が
茶
道
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
た

後
、
参
加
者
は
実
際
に
Ｖ
Ｒ
ゴ

ー
グ
ル
を
つ
け
て
、
茶
室
へ
の

没
入
体
験
を
楽
し
ん
だ
。

　

コ
ー
ル
阿
部
さ
ん
が
、
ソ
ニ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
所
（
ソ
ニ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｌ
・
京

都
市
）
で
茶
室
「
寂
隠
（
じ
ゃ

く
い
ん
）」
の
研
究
開
発
を
進

め
る
研
究
員
と
面
識
を
得
た
事

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
学
ぶ
学
生
た
ち
に
も

最
新
技
術
を
使
っ
て
茶
室
体
験

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
発
案
。

ソ
ニ
ー
の
後
援
と
オ
エ
コ
ヤ
さ

ん
の
協
力
を
得
て
Ｖ
Ｒ
茶
室
を

開
発
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

を
つ
け
て
、
畳
の
上
を
歩
い
た

り
襖
を
開
け
る
動
作
を
体
験
。

そ
の
動
き
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
る
た
め
、
ほ
か
の
学

生
も
「
上
手
、
上
手
」「
も
う

少
し
右
」
な
ど
と
応
援
し
な
が

ら
順
番
を
待
っ
て
い
た
。
体
験

し
た
学
生
か
ら
は
「
か
っ
こ
い

い
」「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
っ

た
」「
思
っ
た
よ
り
簡
単
で
楽

し
め
た
」「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

茶
道
と
最
新
技
術

コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
大
学
で
開
催

http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
http://shidogakuin.com
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/


俳人
大高翔

SHO OTAKA
1977年徳島県生まれ。
13歳より作句。「藍花」
俳句会副主宰、JAL財団
「世界子どもハイクコ
ンテスト」審査委員長、
俳人協会幹事。第四句集
『帰帆』にて2016年度
「第一回俳句大学大賞」
受賞。『商店建築』、徳
島新聞ほか連載中。公
式サイト https://shoota-
ka-haiku.themedia.jp/　
2022年夏より２年米国在
住。

【英語俳句審査員】俳人・編集者
クリステン・リンドクイスト Kristen Lindquist
俳句電子書籍「It Always Comes Back」が2020年に、俳文電子書籍「What We Tell Each Oth-
er」が2023 年にSnapshot Press eChapbook Awardを受賞。俳句集「Island」は2024年、全米
俳句協会のMerit Book Awards で 2 位を獲得。 “Autumn Moon Haiku Journal” の共同編集者、
Haiku Society of America のニューイングランド地域コーディネーター。

俳人
江坂衣代

KINUYO ESAKA
1988年～
     大串章主催俳句結社
     百鳥所属同人
2001年～09年
 NY句会設立・代表
2014年～
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソングラ
イターとして日本で活躍後、
ニューヨークへ。40周年記
念作品「Class of ‘88」が全米
ジャズラジオチャートで24位
を記録。著書にジャズ大学留
学の日々を綴った「９番目の
音を探して」やブルックリン
での自炊生活を綴る近著「ブ
ルックリンでソロメシ！」な
ど。noteでエッセイ執筆中、
2025年は空想の映画のサウン
ドトラックを制作予定。

書画家
田中太山

TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ-」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

本年度の作品募集は終了致しました。本
グランプリが開始された本年1月から10
月までにセミファイナリストに選ばれた
全作品の中から、下記審査員が厳正な審
査をし、11月中に各部門から金賞1名、銀
賞1名、銅賞1名が選ばれます。審査終了
後、各賞受賞者には通知され、12月に賞
品、賞状が郵送されます。各賞の受賞作
品並びに表彰式の様子は、「週刊NY生
活」2026年新年号紙面、「週刊NY生活
デジタル版」2026年新年号(http://www.
nyseikatsu.com)で発表され、受賞作品
は当グランプリウェブサイト(http://www.
artofhaiku.org)にも掲載されます。

 賞品
 金賞3名（各部門1名ずつ）：
  ITO ENのお茶（ボトル）3ケース

 ＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： 

ITO ENのお茶（ボトル）2ケース

＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）：

ITO ENのお茶（ボトル）1ケース

＋トロフィー

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

北米伊藤園新俳句グランプリ2025　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

君
も
待
つ
ハ
ー
ベ
ス
ト
ム
ー
ン
地ほ

し球
の
裏　

岡
野
真
弓 

Ｋ
Ｙ
州

そ
ろ
そ
ろ
の
季
節
と
な
り
て
温
め
酒澪

つ
く
し 

Ｎ
Ｙ
州

 

対
岸
の
木
々
も
色
づ
き
そ
ぞ
ろ
寒  大

沼
信
夫 

Ｎ
Ｙ
州

思
い
切
り
あ
っ
か
ん
べ
い
か
曼
珠
沙
華   

斉
藤
照
枝 

Ｎ
Ｙ
州

チ
ャ
ペ
ル
出
て
皆
の
拍
手
へ
青
嵐岡

部
加
都
恵 

Ｎ
Ｊ
州

秋
澄
み
て
夫
婦
二
人
の
米
を
研
ぐ　

島
崎
志
津
香 
Ｎ
Ｊ
州

入
り
日
さ
す
水
面
の
賑
い
散
紅
葉　
　

 

川
越
範
子 

Ｐ
Ａ
州

見
つ
け
た
よ 

パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ 

買
っ
て
、マ
マ　

二
宮
智
花 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
２　

８
歳
）

青
い
海 

魚
お
い
か
け 

ラ
ン
ニ
ン
グ　若

原 

彩 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
授
業
補
習
校
小
３　

８
歳
）

満
月
や 

私
の
テ
ス
ト 

満
点
に

木
原 

愛 

Ｃ
Ａ
州

（学
習
塾
ピ
ー
ク
小
６　

11
歳
）

く
り
ご
は
ん  

指
先
黒
く 

シ
ェ
フ
の
味 

児
玉
莉
乃 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

８
歳
）

コ
オ
ロ
ギ
は 

ス
タ
ー
に
な
る
た
め 

鳴
い
て
い
る

山
本
莞
大 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

９
歳
）

秋
風
に 

ぼ
う
し
を
と
ば
さ
れ 

鬼
ご
っ
こ

岡
田
咲
良 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

10
歳
）

西
日
差
す 

つ
く
え
で
光
る 

定
規
か
な　
　

石
田
春
澄 

Ｔ
Ｘ
州

（サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５　

11
歳
）

memory care
we talk about me in
the third person 

─John Pappas, MA

leaving
a voice note
autumn crows

—Julie Schwerin, WI

snow forecast
geese rake autumn
from the sky

—Marilyn Ashbaugh, MI 

harvest moon
the scent of chestnuts
on rising drumbeats

—Richard L Matta, CA

little league...
the out� eld covered
in dandelions

—Nancy Brady, OH

ensō
another birthday
leaning into the curve

—Lorraine A Padden, CA

2025年（令和 7年）11月 22日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

「10月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2025」の10月分の応募を締め切り、厳

正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18
歳未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を
頂いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。

tossing and turning worm moon
—Susan Burch, MD 

http://www.artofhaiku.org
https://shoota-ka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
https://shoota-ka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
https://shoota-ka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
http://www.nyseikatsu.com
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）11月 22日（土 )

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か

ら
、
も
う
、
4
年
が
経
ち
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
接

し
て
、
学
ん
で
、
時
に
は
、

大
き
な
間
違
い
を
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
こ
の
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
つ
ん
で
、
今
が
あ

り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
住
む
こ
と
が
、

決
ま
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
と

き
、
い
や
で
い
や
で
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ

ど
、
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
し

て
み
る
と
、
意
外
と
楽
し
い

こ
と
に
気
が
つ
き
、
ア
メ
リ

カ
に
行
く
こ
と
を
決
心
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
て
の
ア
メ
リ
カ
の

学
校
で
、
E
S
L
の
先
生
や

担
任
の
先
生
を
見
た
と
き
、

何
も
言
葉
が
で
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
少
し
ず
つ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
友
達
も
何
人
か
作

れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
ら
い

な
が
ら
も
、
学
校
生
活
が
楽

し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
人
は
、
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
私
を
い
つ

も
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私

の
E
S
L
の
先
生
は
、
今
で

も
、
私
を
、
と
て
も
気
に
し

て
い
て
く
れ
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
お
母
さ
ん
み
た
い
な
人

で
す
。
今
の
友
達
は
、
い
つ

も
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
、
い

つ
も
助
け
て
く
れ
る
大
親
友

み
た
い
な
子
も
い
ま
す
。

　

現
地
校
は
、
確
か
に
、
つ

ら
く
、
い
や
な
こ
と
が
数
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
こ
う
や
っ
て
私
を

支
え
て
く
れ
、
気
づ
か
っ
て

く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
過
去
の
私
に
、「
大
丈
夫
。

つ
ら
く
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
い

つ
も
、
い
っ
し
ょ
に
い
て
く

れ
る
、
大
切
な
人
が
い
る
か

ら
」
と
、
伝
え
て
あ
げ
た
い

で
す
。

　
　
　

   （
滞
米
３
年
11
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　
「
大
き
い
の
だ
か
ら
譲
っ
て

あ
げ
て
」。
私
が
小
さ
い
頃
、

何
度
も
聞
い
た
言
葉
だ
。
私

に
は
二
人
の
弟
が
い
る
。
弟

た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
、
喧

嘩
に
な
っ
た
り
、
弟
が
泣
き

出
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

そ
ん
な
時
、
決
ま
っ
て
母
か

ら
言
わ
れ
る
言
葉
だ
っ
た
。

私
は
、
ど
う
し
て
い
つ
も
自

分
ば
か
り
が
言
わ
れ
る
の
か

と
不
満
に
思
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
弟
た
ち
が
喧
嘩

を
し
た
。
そ
の
時
、
親
は
い

な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
通

り
私
が
喧
嘩
を
収
め
よ
う
と

し
た
。
そ
し
て
、
次
男
に
話

し
か
け
る
と
、
彼
は
こ
う
言

っ
た
。「
ど
う
し
て
僕
ば
っ
か

り
に
言
う
の
、
弟
に
も
言
っ

て
よ
。」
こ
の
言
葉
を
聞
い
た

瞬
間
、
私
は
最
初
の
言
葉
を

思
い
出
し
た
。
そ
し
て
、
母

の
言
っ
た
意
味
が
わ
か
っ
た

の
だ
。
こ
の
出
来
事
を
き
っ

か
け
に
、
私
は
兄
弟
関
係
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

弟
が
い
て
よ
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
一
つ

目
は
、
私
に
良
い
影
響
を
与

え
て
く
れ
る
こ
と
だ
。
ま
ず
、

待
ち
時
間
に
遊
び
相
手
が
い

る
。
例
え
ば
、
自
分
一
人
で

遊
ぶ
の
に
飽
き
た
時
、
弟
が

遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
混
ざ

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ッ
ズ
ラ
イ
ン
編
集
部
に
よ

る
と
、「
兄
弟
が
い
て
良
か
っ

た
こ
と
ベ
ス
ト
ワ
ン
は
兄
弟

遊
び
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
兄
弟
を
持
っ
て
い
る

人
の
70
％
が
幸
せ
だ
と
感
じ

て
い
る
」
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
兄

弟
が
い
る
こ
と
は
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
と
言
え
る
。

　

次
に
、
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
こ
と
だ
。
一
人
で

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
く
ら
い
し
か

で
き
な
い
が
、
弟
が
い
れ
ば

サ
ッ
カ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
、
競
い
合
う
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
教
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
現
在
、

私
は
部
活
動
な
ど
の
運
動
習

慣
が
な
い
た
め
、
弟
と
楽
し

く
運
動
で
き
る
こ
と
が
嬉
し

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

い
。

　

最
後
は
、
交
友
関
係
が
広

が
る
こ
と
だ
。
弟
を
通
じ
て

他
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
弟
が
バ
ー

ス
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼
ば

れ
た
際
、
私
も
同
行
す
る
こ

と
が
多
い
。
初
め
は
弟
に
同

行
す
る
の
は
面
倒
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
今
ま
で
行
く
機

会
の
な
か
っ
た
場
所
に
行
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き

た
り
、
誕
生
日
の
人
が
友
達

を
招
待
し
て
一
緒
に
祝
う
と

い
う
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

二
つ
目
は
、
社
会
に
出
た

時
に
役
立
つ
こ
と
だ
。
兄
弟

が
い
る
と
喧
嘩
が
多
い
が
、

協
調
性
が
育
ち
や
す
い
と
思

う
。
私
は
、
喧
嘩
を
し
て
い

る
と
き
に
で
き
る
だ
け
相
手

を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
相
手
の
意
図
や

感
情
が
わ
か
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
交
渉
力
も
育
ま
れ
る
。

兄
弟
が
持
っ
て
い
る
物
の
中

で
自
分
が
欲
し
い
も
の
が
あ

れ
ば
、
交
換
し
て
ほ
し
い
と

頼
ん
だ
り
、
何
か
手
伝
う
代

わ
り
に
貸
し
て
ほ
し
い
と
お

願
い
し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
、

ど
ち
ら
の
番
組
を
見
る
か
で

喧
嘩
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
時
は
、
時
間
を
決
め
た

り
、
お
互
い
が
見
て
も
良
い

と
思
え
る
番
組
を
見
た
り
す

る
こ
と
で
、
我
慢
強
さ
や
柔

軟
性
が
身
に
つ
く
。
こ
の
よ

う
な
交
渉
力
や
我
慢
強
さ
、

柔
軟
性
は
、
将
来
の
取
引
や

会
議
な
ど
で
使
え
る
ス
キ
ル

だ
。

　

し
か
し
、
良
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

弟
が
い
て
苦
労
す
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
ず
、
人
の
物
を
許

可
な
し
に
触
る
こ
と
が
あ
る
。

特
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ

は
、
完
成
し
た
時
の
達
成
感

と
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
が
、

壊
さ
れ
た
時
の
絶
望
感
は
大

き
い
。
ま
た
、
自
分
が
学
校

に
行
く
時
に
弟
が
幼
稚
園
に

行
き
た
く
な
い
と
文
句
を
言

い
、
時
間
が
取
ら
れ
る
と
、

自
分
も
疲
れ
て
い
る
の
に
行

き
た
く
な
い
の
を
我
慢
し
て

い
る
の
に
と
思
い
、
苛
立
ち

か
た
手
で
食
べ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
な
っ
豆
ま
き
を
初

め
て
知
る
前
は
、
な
っ
豆
は

家
で
食
べ
る
食
べ
物
で
し
た
。

な
っ
豆
ま
き
は
、
外
に
い
る

時
で
も
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ

る
の
で
便
利
で
す
。
羽
田
空

港
で
買
っ
た
二
本
の
な
っ
豆

ま
き
は
、
機
内
食
が
二
回
出

た
時
、
映
画
を
観
な
が
ら
食

べ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も

な
っ
豆
ま
き
が
買
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
住
む
人
に
、
な

っ
豆
ま
き
の
す
ば
ら
し
さ
と

お
い
し
さ
を
分
か
っ
て
ほ
し

い
か
ら
で
す
。
ぼ
く
は
、
な

っ
豆
の
ネ
バ
ネ
バ
が
好
き
で

す
。
で
も
、
ア
メ
リ
カ
人
は

ネ
バ
ネ
バ
が
好
き
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
人
は
ピ
ザ
が
好
き

な
の
で
、
ピ
ザ
を
な
っ
豆
と

い
っ
し
ょ
に
ま
い
て
、
ピ
ザ

な
っ
豆
ま
き
に
す
れ
ば
、
食

べ
て
も
ら
え
る
の
か
な
と
願

っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ア
メ
リ
カ
人
が
な
っ
豆
ま
き

を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、

も
っ
と
な
っ
豆
ま
き
が
売
れ

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
、

か
ん
単
に
な
っ
豆
ま
き
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ぼ
く

の
ゆ
め
で
す
。

　

来
年
、
日
本
に
行
っ
た
ら
、

ロ
ー
ソ
ン
と
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の

な
っ
豆
ま
き
を
食
べ
く
ら
べ

て
み
た
い
で
す
。
最
後
に
、「
な

っ
豆
ま
き
君
、
お
な
か
が
す

い
た
時
、
助
け
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
ま
た
日
本
で
会

い
ま
し
ょ
う
」。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
夏
、
ア
メ

リ
カ
に
帰
る
飛
行
機
に
乗
る

前
、
羽
田
空
港
の
コ
ン
ビ
ニ

で
な
っ
豆
ま
き
を
二
つ
買
い

ま
し
た
。
い
つ
も
は
一
つ
し

か
買
わ
な
い
け
れ
ど
、
二
つ

買
っ
た
の
は
、
な
っ
豆
ま
き

に
は
ま
っ
て
い
た
の
で
、
お

な
か
が
す
い
た
ら
、
機
内
で

食
べ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

ぼ
く
が
、
な
っ
豆
ま
き
に

は
ま
っ
た
理
由
は
、
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
で
も
ぼ
く
は
、

二
年
生
の
時
か
ら
ご
飯
の
上

に
な
っ
豆
を
乗
せ
て
食
べ
る

の
が
好
き
で
す
。
な
っ
豆
は
、

い
つ
も
百
回
以
上
ま
ぜ
て
か

ら
食
べ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

ま
ぜ
れ
ば
ま
ぜ
る
ほ
ど
お
い

し
い
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。

　

な
っ
豆
ま
き
は
、
ぼ
く
が

大
好
き
な
な
っ
豆
ご
飯
に
、

の
り
が
ま
か
れ
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
お
い
し
い
で
す
。
な

っ
豆
と
ご
飯
と
の
り
の
相
し

ょ
う
は
、
ば
つ
群
で
す
。
ぼ

く
は
、
な
ぜ
な
っ
豆
ま
き
が

こ
ん
な
に
お
い
し
い
の
か
、

理
由
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
な
っ
豆
の
ネ
バ

ネ
バ
に
、
な
っ
豆
ま
き
の
お

い
し
さ
の
ひ
み
つ
が
あ
る
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
、
な
っ
豆
が
お
い

し
い
の
は
、
な
っ
豆
き
ん
が

た
ん
ぱ
く
し
つ
を
分
か
い
し

た
時
に
で
き
る
グ
ル
タ
ミ
ン

さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
知
り
ま

し
た
。
グ
ル
タ
ミ
ン
さ
ん
が

入
っ
て
い
る
食
べ
物
を
食
べ

る
と
、
お
い
し
い
と
感
じ
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
の
り

に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
ま
し

た
。
の
り
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン

さ
ん
・
イ
ノ
シ
ン
さ
ん
・
グ

ア
ニ
ル
さ
ん
と
い
う
三
つ
の

う
ま
み
成
分
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
な
っ
豆
の
グ
ル
タ
ミ

ン
さ
ん
と
、
の
り
の
グ
ル
タ

ミ
ン
さ
ん
で
、
グ
ル
タ
ミ
ン

さ
ん
が
二
倍
に
な
り
、
さ
ら

に
イ
ノ
シ
ン
さ
ん
と
グ
ア
ニ

ル
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
、
最
強
の
食
べ
物
に
な
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
な
っ
豆

ま
き
を
口
に
入
れ
る
と
、
う

ま
み
が
火
山
の
よ
う
に
ば
く

発
し
て
、
も
っ
と
食
べ
た
く

な
る
ん
だ
な
と
、
な
ぞ
が
と

け
ま
し
た
。

　

な
っ
豆
ま
き
の
良
い
所
は

他
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
喧
嘩
か
ら
学
ぶ
兄
弟
愛
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
薗　

蓮
大

「私の大切な人たち」
　　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　唯華

「
仙
台
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

理
乃

を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。
一
番

嫌
だ
っ
た
の
は
、
ま
だ
お
互
い

が
幼
か
っ
た
頃
に
喧
嘩
を
し
て

い
る
時
、
自
分
は
何
も
悪
く
な

い
の
に
責
め
ら
れ
る
こ
と
だ
っ

た
。
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

兄
弟
関
係
の
不
満
で
起
き
た
事

件
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
兄
弟

と
の
関
係
は
、
人
生
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
弟
が
い
て
よ

か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
れ
ば

苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
私
は
や
は
り
、

弟
が
大
好
き
だ
。
だ
か
ら
、
私

は
こ
れ
か
ら
も
、
弟
と
の
思
い

出
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
緒

に
成
長
し
、
互
い
に
支
え
合
え

る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
７
か
月
） 　

今
日
は
、
私
が
日
本
に
い

っ
た
と
き
の
こ
と
を
し
ょ
う

か
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
東
北
地
方
の
宮
城
の

ま
ん
中
に
あ
る
仙
台
と
い
う

と
こ
ろ
に
す
ん
で
い
ま
し
た
。

仙
台
は
海
に
も
山
に
も
近
い

と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
二
〇
一
一

年
に
東
日
本
大
震
災
で
じ
し

ん
と
つ
な
み
で
た
く
さ
ん
の

人
が
か
な
し
い
思
い
を
し
た

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

仙
台
に
は
ス
キ
ー
や
お
ん

せ
ん
、
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る

広
い
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

名
物
は
さ
さ
か
ま
ぼ
こ
、

ず
ん
だ
も
ち
、
牛
た
ん
も
あ

り
ま
す
。

　

仙
台
は
私
が
一
才
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
く
る
ま
で
く
ら
し

て
い
ま
し
た
。
す
き
な
と
こ

ろ
は
、
ふ
ぞ
く
小
学
校
で
す
。

ふ
ぞ
く
小
学
校
は
、
私
が
ア

メ
リ
カ
に
く
る
前
に
か
よ
っ

て
い
た
学
校
で
す
。
学
校
の

き
ゅ
う
し
ょ
く
は
手
づ
く
り

で
、
と
て
も
お
い
し
く
て
、

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
も
た
の
し
か
っ

た
で
す
。

　

私
は
仙
台
が
大
す
き
で
す
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
も
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
７
か
月
）

「
な
っ
豆
ま
き
の
ひ
み
つ
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

勝
や

mailto:ski@nyikuei.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
最
南
西
端
に
位
置
す
る
グ
リ
ニ
ッ
チ
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
機
能
す
る
全
米
有
数

の
高
級
住
宅
地
と
し
て
名
高
い
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
メ
ト
ロ

ノ
ー
ス
鉄
道
で
約
40
分
か
ら
50
分
の
距
離
に
あ
り
、
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
な
ど
が
集
ま
る
「
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
」
の
一
部
に
な

っ
て
い
る
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
湾
沿
い
に
は
タ
ウ
ン
保
有
の

４
か
所
の
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
公
園
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
自
然
豊
か

な
環
境
に
あ
る
。

　

公
立
学
校
の
評
価
も
高

く
、
長
年
、
全
日
制
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

も
こ
の
町
に
あ
る
。
３
か

所
に
あ
る
図
書
館
な
ど
公

共
施
設
も
充
実
し
て
い

る
。

　

写
真
の
家
は
、
２
軒
だ

け
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
タ
イ

プ
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

で
、２
０
０
７
年
に
建
築
、

室
内
２
０
２
４
平
方
フ
ィ

ー
ト
、
ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
フ

ロ
ア
、
ク
ラ
ウ
ン
モ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
が
全
室
に
施
さ

れ
、
高
級
感
の
あ
る
内
装
に
な
っ
て
い
る
。
１
階
は
リ
ビ
ン
グ

ル
ー
ム
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル

ー
ム
、
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
が
あ
り
、
パ
ン
ト
リ
ー
、
暖
炉
、
ス

カ
イ
ラ
イ
ト
と
目
を
引
く
設
備
が
続
く
。
２
階
に
は
広
い
主
寝

室
、
オ
ン
ス
イ
ー
ト
の
浴
室
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、

２
寝
室
、
ホ
ー
ル
に
あ
る
浴
室
、
書
斎
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
）、
ラ
ン
ド

リ
ー
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
価
格
は
１
５
０
万
ド
ル
。
グ
リ
ニ

ッ
チ
の
一
戸
建
て
の
中
間
値
売
却
価
格
は
４
０
０
万
ド
ル
を
超

え
て
い
る
の
で
、
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
の
物
件
価
格
は
非

常
に
魅
力
的
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー

ル samkobata@shoenrealty.com

、
古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

　
（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ク
イ
ー
ン

ズ
地
区
の
新
築
・
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃

高
騰
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
物
件

供
給
不
足
を
背
景
に
、
よ
り
現

実
的
な
価
格
帯
で
暮
ら
し
や
す

い
エ
リ
ア
と
し
て
、
ク
イ
ー
ン

ズ
の
需
要
が
着
実
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
話
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド

（W
oodside

）
と
フ
ォ
レ
ス
ト

ヒ
ル
ズ
（Forest Hills

）
で
す
。

ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
は
、
鉄
道
・

地
下
鉄
・
バ
ス
の
3
路
線
が
交

差
す
る
交
通
利
便
性
を
活
か
し

た
中
規
模
の
集
合
住
宅
が
次
々

と
建
設
中
。
家
族
世
帯
や
新
規

移
住
者
が
多
く
、
1
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
で
月
２
５
０
０
ド
ル
前
後

の
家
賃
帯
が
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。
近
隣
に
は
カ
フ
ェ
や
国

際
色
豊
か
な
レ
ス
ト
ラ
ン
も
増

え
、
若
い
世
代
を
中
心
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活
気
づ
い
て
い

ま
す
。

　

一
方
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

は
、
緑
豊
か
で
落
ち
着
い
た
街

並
み
が
魅
力
。
古
い
タ
ウ
ン
ハ

ウ
ス
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
新

築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
開
発
が

進
み
、「
郊
外
の
静
け
さ
と
都

市
の
便
利
さ
を
両
立
で
き
る
エ

リ
ア
」
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ

と
し
た
高
層
レ
ジ
デ
ン
ス
に
加

え
、
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
や
ジ
ャ
ク

ソ
ン
ハ
イ
ツ
な
ど
の
中
規
模
開

発
が
市
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

地
価
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る

た
め
、
投
資
目
的
の
購
入
者
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
ク
イ
ー
ン
ズ
は
、「
価

格
・
利
便
性
・
生
活
環
境
」
の

3
拍
子
が
そ
ろ
う
地
域
と
し

て
、
ま
す
ま
す
存
在
感
が
高
ま

る
見
込
み
で
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
重
視
し

つ
つ
も
、
よ
り
広
く
快
適
な
住

ま
い
を
求
め
る
人
々
に
と
っ

て
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
２
０
２
５

年
の
注
目
エ
リ
ア
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

（
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク
／
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
住
宅
部
）

ク
イ
ー
ン
ズ
で
活
発
化
す
る
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト

ル
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
周
辺
で
は
、

高
所
得
層
や
子
育
て
世
代
の
購

入
希
望
が
増
加
。
近
年
で
は
、

ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
機
能
を
備
え

た
最
新
コ
ン
ド
も
登
場
し
て
い

ま
す
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
全
体
で
は
、

２
０
２
５
年
に
入
り
新
築
供
給

が
前
年
比
8
％
増
加
。
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
を
中
心

　

学
生
が
運
営
す
る
公
益
研
究

団
体
Ｎ
Ｙ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン

テ
レ
ス
ト
・
リ
サ
ー
チ
・
グ
ル

ー
プ
（
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｇ
）
は
１
日
、

最
も
走
行
速
度
が
遅
い
路
線
バ

ス
に
賞
す
る
「
ポ
ー
キ
ー
（
ひ

ど
く
遅
い
）・
ア
ワ
ー
ド
」
を

発
表
し
た
。
18
年
目
、
３
年
ぶ

り
の
同
賞
に
は
ク
ロ
ス
タ
ウ
ン

Ｍ
42
路
線
が
選
ば
れ
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｉ
Ｒ
Ｇ
ス
ト
ラ
ッ
プ
ハ
ン
ガ
ー

ズ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
市
民
諮

問
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
は
都

市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に
金
の

カ
タ
ツ
ム
リ
像
を
贈
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｇ
の
調
査
に
よ

る
と
、
６
回
目
の
受
賞
と
な
っ

た
同
路
線
の
平
均
走
行
速
度
は

時
速
５
・
25
マ
イ
ル
（
８
・
45

キ
ロ
）、
ほ
ぼ
オ
オ
カ
ミ
の
速

歩
と
同
じ
で
、
今
年
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
と
す
る

と
参
加
者
５
万
９
２
２
６
人
の

う
ち
４
万
２
２
３
２
位
で
ゴ
ー

ル
し
た
こ
と
に
な
る
。
最
も
信

頼
性
が
低
い
バ
ス
は
、
到
着
が

平
均
３
分
以
上
遅
れ
る
Ｑ
８
路

線
で
「
シ
ュ
レ
ッ
ピ
ー
（
だ
ら

だ
ら
し
た
）・
ア
ワ
ー
ド
」
と

し
て
ゾ
ウ
の
像
が
贈
ら
れ
た
。

　

今
年
は
肯
定
的
な
賞
「
マ
ゼ

ル
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
幸
運
）・

ア
ワ
ー
ド
」
が
加
わ
り
、
平
均

走
行
速
度
が
最
も
改
善
さ
れ
た

Ｍ
79
＋
路
線
（
平
均
時
速
０
・

62
マ
イ
ル
増
）
と
エ
ク
ス
プ
レ

ス
Ｓ
Ｉ
Ｍ
32
路
線
（
同
２
マ
イ

ル
増
）
が
選
ば
れ
た
。

の
ん
び
り
路
線
バ
ス
１
位

６
回
目
の
Ｍ
42

全米有数の高級住宅地、グリニッチに暮らす

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:hello@libret.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:samkobata@shoenrealty.com
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ロ
ー
ド
ス
島
４
日
目
、
今
日

は
朝
早
く
起
き
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
ア
パ
ー
ト
の
ご
主
人

の
忠
告
を
守
っ
て
８
時
に
リ
ン

ド
ス
に
向
け
て
出
発
。
リ
ン
ド

ス
は
ロ
ー
ド
ス
島
の
目
玉
観
光

地
な
の
で
駐
車
場
が
一
杯
に
な

る
９
時
に
は
着
い
て
い
た
い
。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
と
い
え
ば

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
。
ア
テ
ネ
の
も

の
が
一
番
有
名
で
あ
る
が
、
こ

こ
ロ
ー
ド
ス
に
も
大
き
な
丘
の

上
に
壮
大
な
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
が

作
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
一
部
が

残
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
中
世

の
遺
構
も
横
に
作
ら
れ
て
い
る

の
だ
が
、
海
を
バ
ッ
ク
に
し
た

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
柱
は
絶
景
で

あ
る
。

　

車
を
有
料
駐
車
場
に
入
れ

て
、
歩
く
事
し
か
で
き
な
い
細

い
集
落
の
路
地
を
歩
き
、
そ
こ

か
ら
岩
山
に
作
ら
れ
た
細
い
階

段
を
ひ
た
す
ら
登
っ
て
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
に
向
か
う
。
ク
レ
タ
島

の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
に
ラ
ビ
リ

ン
ス
と
呼
ば
れ
た
迷
路
が
あ
る

が
、
こ
の
街
も
細
い
道
が
見
事

に
絡
み
合
い
簡
単
に
迷
子
に
な

っ
て
し
ま
う
。
周
り
に
は
中
々

面
白
い
お
土
産
物
屋
が
並
び
、

猫
が
た
く
さ
ん
ぐ
っ
た
り
朝
寝

を
し
て
い
た
。
猫
に
挨
拶
を
し

な
が
ら
ラ
ビ
リ
ン
ス
を
潜
り
抜

け
る
と
店
が
一
気
に
な
く
な

り
、
そ
こ
が
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の

入
り
口
に
な
っ
て
い
た
。
チ
ケ

ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
チ
ケ
ッ
ト
を

買
っ
て
中
に
は
い
る
。
暑
い
。

が
、
景
色
は
壮
大
だ
。
在
し
日

に
は
こ
こ
で
祭
典
が
行
わ
れ
、

ヘ
レ
二
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
貴
族
た

ち
が
白
い
ト
ー
ガ
を
纏
っ
て
参

列
し
た
事
で
あ
ろ
う
。
ア
テ
ネ

の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
よ
り
は
規
模

が
小
さ
い
が
海
を
見
下
ろ
す
景

色
は
ア
テ
ネ
に
は
無
い
。
こ
れ

だ
け
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
を
、
こ

れ
だ
け
正
確
に
削
り
出
し
た
石

で
作
る
こ
と
が
で
き
た
ギ
リ
シ

ャ
人
に
は
完
敗
で
あ
る
。
し
か

も
時
代
は
紀
元
前
、
全
て
人
力

な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
に
は
奴
隷
が
い
た

そ
う
で
あ
る
が
。

　

十
分
に
見
学
し
て
下
に
降
り

て
白
い
古
い
町
に
戻
っ
て
き

た
。
あ
ま
り
に
も
暑
い
の
で
細

君
が
見
つ
け
た
カ
フ
ェ
に
入
っ

て
休
憩
し
た
。私
の
旅
の
お
供
、

ピ
ー
チ
テ
ィ
ー
を
飲
ん
で
ぐ
っ

た
り
し
た
。
小
一
時
間
は
く
つ

ろ
い
で
い
る
だ
ろ
う
か
、
ま
た

荷
物
を
ま
と
め
て
車
に
戻
る
。

　

さ
て
、
走
り
出
し
た
車
の
温

度
計
を
み
る
と
摂
氏
43
度
ま
で

気
温
が
上
が
っ
て
い
た
。
こ
こ

ま
で
暑
く
な
る
と
ビ
ー
チ
に
入

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

も
ま
た
ア
パ
ー
ト
の
ご
主
人
の

懇
切
丁
寧
な
リ
ス
ト
の
上
位
に

あ
るAntoni Queen

ビ
ー
チ

を
訪
れ
た
。

　

や
や
人
が
多
い
が
、
こ
こ
は

良
い
ビ
ー
チ
で
あ
る
。
早
速
水

際
に
陣
取
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た

親
切
な
ア
パ
ー
ト
の
ご
主
人
が

貸
し
て
く
れ
た
パ
ラ
ソ
ル
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
。
飛
行
機
に

乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
我
々

旅
行
者
に
と
っ
て
ビ
ー
チ
で
の

パ
ラ
ソ
ル
は
本
当
に
助
か
る
。

　

頃
合
い
を
見
て
ラ
ン
チ
に
し

た
。
こ
こ
に
は
立
派
な
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
っ
て
、
11
時
半
に
入

っ
た
時
に
は
12
時
半
に
開
く
と

い
う
こ
と
で
追
い
出
さ
れ
た

が
、
12
時
半
き
っ
か
り
に
入
り

直
し
た
ら
、
本
格
的
な
ギ
リ
シ

ャ
料
理
を
出
す
非
常
に
立
派
な

レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
と
い

っ
て
も
昼
か
ら
晩
餐
会
を
す
る

気
は
な
い
の
で
、
そ
の
店
の
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
細
君
は

ポ
ー
ク
、
私
は
チ
キ
ン
と
フ
レ

ン
チ
フ
ラ
イ
を
選
ぶ
。
こ
う
い

う
何
気
な
い
料
理
も
非
常
に
美

味
し
い
の
が
ギ
リ
シ
ャ
だ
。
す

っ
か
り
堪
能
し
て
ま
た
海
に
戻

っ
た
。

　

ど
れ
だ
け
い
た
か
思
い
出
せ

な
い
が
、
昼
の
陽
が
傾
き
か
け

た
頃
に
引
き
揚
げ
て
、
車
に
戻

っ
た
。
リ
ン
ド
ス
の
全
体
写
真

を
撮
れ
な
か
っ
た
の
は
痛
恨
の

エ
ラ
ー
だ
が
、
海
沿
い
の
丘
の

上
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
は
圧
巻

で
、
そ
れ
に
続
く
ビ
ー
チ
も
申

し
分
な
い
。

　

満
足
し
て
ア
パ
ー
ト
に
戻

り
、
私
が
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
調
理

し
て
簡
単
な
夕
食
を
作
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記 

’25

第
４
話 

リ
ン
ド
ス
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

　

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
は
最
近
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
大
学
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ=Fashion Institute of 

Technology

）
で
、
あ
る
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
客
室
乗
務
員
と
し
て
長
い

間
、
働
い
て
き
た
が
、
数
年
前

に
退
職
し
、
自
分
の
ア
ー
ト
作

品
を
作
り
続
け
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
カ
ル
バ
ン·

ク
ラ

イ
ン
な
ど
多
く
の
有
名
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
専
門
大
学
で
、
全
米
は

も
と
よ
り
世
界
中
か
ら
学
生
が

集
ま
る
。
二
十
三
丁
目
を
中
心

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
西
部
に
広
が

る
お
し
ゃ
れ
な
チ
ェ
ル
シ
ー
地

区
に
あ
る
。

　

若
い
学
生
た
ち
と
と
も
に
、

あ
こ
が
れ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
学
び
始

め
る
。
マ
リ
ー
パ
ッ
ト
は
気
分

も
高
揚
し
て
い
た
。

　

初
日
、
教
室
に
入
っ
て
い
く

と
、
彼
女
以
外
の
学
生
は
ほ
と

ん
ど
が
二
十
代
だ
っ
た
。
隣
に

す
わ
っ
て
い
た
女
子
学
生
は
、

と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
。
マ

リ
ー
パ
ッ
ト
と
同
じ
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
出
身
と
い
う
こ
と

で
、
話
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　

米
中
西
部
の
最
北
に
あ
る
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
は
、
酪
農
が

盛
ん
だ
。
私
も
高
校
時
代
に
留

学
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
町
は
人
よ
り
牛
の
数
の
ほ
う

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　

若
い
学
生
と
楽
し
い
会
話
を

交
わ
し
た
あ
と
、
ま
だ
授
業
前

だ
っ
た
の
で
、
マ
リ
ー
パ
ッ
ト

お
し
ゃ
れ
な
大
学
の

お
し
ゃ
れ
で
な
い
話

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 63

は
机
に
顔
を
伏
せ
て
少
し
眠
っ

た
。

　

と
、
突
然
、
も
の
す
ご
い
音

が
し
て
目
が
覚
め
た
。
教
室
中

に
鳴
り
響
い
た
ら
し
い
。
こ
れ

か
ら
一
緒
に
学
び
始
め
る
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
た
ち
が
全
員
、
振
り

返
り
、
マ
リ
ー
パ
ッ
ト
の
顔
を

見
つ
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
気
が
つ
い
た
。
そ

れ
は
、
自
分
の
お
な
ら
だ
っ
た

こ
と
に
。

　

さ
っ
き
ま
で
親
し
く
話
し
か

け
て
く
れ
た
隣
の
女
子
学
生

の
、投
げ
か
け
る
視
線
が
痛
い
。

　

あ
な
た
は
や
っ
ぱ
り
、
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
州
の
農
家
の
田
舎

娘
だ
っ
た
の
ね
ー
ー
。

　

こ
の
話
を
友
だ
ち
に
し
た

ら
、
私
の
た
め
に
作
詞
作
曲
し

て
く
れ
た
の
よ
。
そ
れ
も
、
シ

ャ
ワ
ー
浴
び
な
が
ら
、
で
き
ち

ゃ
っ
た
っ
て
い
う
か
ら
、
す
ご

い
じ
ゃ
な
い
？

　

タ
イ
ト
ル
は
「She W

as 
Friendly 'Til I Farted

」（
あ

の
娘
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
っ
た

の
、
私
が
お
な
ら
を
す
る
ま
で

は
）。

　

そ
の
と
き
、
マ
リ
ー
パ
ッ
ト

は
何
歳
だ
っ
た
の
？

　

I was sixty-six when I 
farted at FIT.

　

六
十
六
歳
だ
っ
た
わ
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
で
私
が
お
な
ら
を
し
た
と

き
。

　

こ
れ
も
歌
の
題
名
に
な
り

そ
う
だ
よ
っ
て
、
モ
ン
テ
ィ

（
夫
）
が
言
う
の
よ
。
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
曲
「
ホ
エ
ン
・
ア
イ
ム
・

シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
・
フ
ォ
ー
」

（W
hen I’'m Sixty-Four

）
み

た
い
で
し
ょ
。

　

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
は
く
っ
た
く

な
く
笑
う
。

　

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
こ
ん

な
失
敗
も
、
お
お
ら
か
な
マ
リ

ー
パ
ッ
ト
の
こ
と
だ
か
ら
、
周

り
の
冷
た
い
視
線
も
何
の
そ

の
、
き
っ
と
大
声
で
笑
い
飛
ば

し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
へ
、
私
か
ら

一
曲
、
贈
ろ
う
。

　

I'll Still Be Friendly If 
You Fart
 

「
私
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ま
ま

よ
、
あ
な
た
が
お
な
ら
を
し
た

っ
て
」

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文
庫

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ

リ
ー
ズ
第
５
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
魔
法
の
じ
か
ん
』
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

■第 99回メーシーズ感謝祭パレード＝ 11/27　8:30
～ 12:00　今年はスパイダーマン、ピカチュウ、悟空
などのほかに、マリオやシュレック、ミニオン、ラ
ブブとその仲間たち等が新たに加わって 32のバルー
ンが行進。24のフロートと 33のピエロチームも登
場する。ルートはセントラルパークウエスト 77丁目
からスタート、59丁目を曲がり、6番街を 34丁目の
Macy’s前までパレードする。
詳細は https://www.macys.com/s/parade/
■ロックフェラーセンターのクリスマスツリー点灯式
＝ 12/3夜　Rockefeller Center（30 Rockefeller Plaza）
5万個以上の多色 LED電球と頂点にスワロフスキー社
製クリスタルの星が掲げられた NYのホリデーシーズ
ンを象徴するツリーの点灯式。N BC局にてライブ中
継され、有名歌手によるパフォーマンスのあと市長が
点灯ボタンを押す。ツリーは 2026年 1月 11日までラ
イトアップされる。
詳細は https://www.rockefellercenter.com/holidays

　お見逃しなく　Coming soon!

https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
https://www.macys.com/s/parade/
https://www.rockefellercenter.com/holidays
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
ヒ

ー
ロ
ー
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
シ

リ
ー
ズ
を
制
作
す
る
円
谷
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
（
本
社
東
京
都
）

は
、
シ
リ
ー
ズ
の
放
送
開
始
60

周
年
を
記
念
し
、
全
米
で
様
々

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を
展

開
中
。そ
の
一
環
で
、15
日（
土
）

と
16
（
日
）、
Ｎ
Ｊ
州
イ
ー
ス

ト
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
巨
大

複
合
型
商
業
施
設
「
ア
メ
リ
カ

ン
ド
リ
ー
ム
」
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
・
コ
ー
ト
Ａ
で
は
、

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ラ
イ
ブ
／

プ
レ
ゼ
ン
ト
・
バ
イ
・
バ
ン
ダ

イ
ナ
ム
コ
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
初
日
の
15
日
は
、

11
時
の
開
場
に
対
し
て
１
時
間

以
上
前
か
ら
多
く
の
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
が
詰

め
か
け
、
入
場
す
る
た
め
に
列

を
作
っ
て
い
た
。

　

会
場
に
は
ミ
ー
ト
＆
グ
リ
ー

ト
と
し
て
、
初
代
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ロ
、
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
オ
メ
ガ
ら
歴
代
の
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
と
、バ
ル
タ
ン
星
人
、

メ
ト
ロ
ン
星
人
、
レ
ッ
ド
キ
ン

グ
、
ゴ
モ
ラ
、
ダ
ダ
な
ど
人
気

怪
獣
＆
宇
宙
人
が
30
分
ご
と
に

現
れ
、
参
加
者
は
記
念
撮
影
を

楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
１
日
３
回
、
ウ
ル
ト
ラ
ヒ

ー
ロ
ー
が
活
躍
す
る
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。シ
ョ
ー
は
、

昨
年
ア
メ
リ
カ
で
制
作
さ
れ
全

世
界
に
配
信
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
フ

リ
ッ
ク
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ

メ
映
画
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ラ

イ
ジ
ン
グ
」
で
主
人
公
ケ
ン
・

サ
ト
ウ
の
声
を
担
当
し
た
俳
優

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ー
ン
が

Ｍ
Ｃ
を
務
め
進
行
。
ラ
イ
ブ
ア

ク
シ
ョ
ン
と
Ｃ
Ｇ
が
見
事
に
絡

み
合
っ
て
展
開
す
る
20
分
ほ
ど

の
シ
ョ
ー
は
、
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー

ロ
ー
や
敵
の
怪
獣
や
宇
宙
人
の

「
中
の
人
」（=

ス
ー
ツ
ア
ク
タ

ー
）
が
過
酷
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
綿
密
な
リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り

返
し
て
作
り
上
げ
た
こ
と
が
よ

く
分
か
る
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

な
内
容
で
、
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
勝
る
数
の
大
人
た
ち
も

皆
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

た
。

　

会
場
で
は
、
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム

コ
社
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
関
連
の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
グ
ッ
ズ
の
販
売

を
し
た
ほ
か
、
ウ
ル
ト
ラ
シ
リ

ー
ズ
の
歴
史
や
怪
獣
関
連
の
展

示
や
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
11

月
28
日
か
ら
英
語
版
が
ア
メ
リ

カ
の
９
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
同
時
配
信
を
開
始
す
る
、

シ
リ
ー
ズ
最
新
作
「
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
オ
メ
ガ
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
も
展
開
し
て
い
た
。

　

な
お
、
入
場
費
無
料
・
事
前

予
約
な
し
で
参
加
で
き
る
同
イ

ベ
ン
ト
は
、
22
日
（
土
）
と
23

日
（
日
）
に
も
11
時
か
ら
同
じ

場
所
で
開
催
さ
れ
る
。
迫
力
満

点
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
と
ウ
ル
ト

ラ
ヒ
ー
ロ
ー
や
怪
獣
た
ち
と
の

触
れ
合
い
を
楽
し
も
う
。

　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
と
ジ
ャ
パ

ン
フ
ェ
ス
は
共
催
で
11
月
９

日
（
日
）
に
Ｎ
Ｊ
州
バ
ー
ゲ
ン

郡
の
オ
ー
バ
ー
ペ
ッ
ク
郡
立
公

園
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
エ
リ
ア

で
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ー

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
た
。
本
来
は
10
月
12
日
に

予
定
し
て
い
た
が
、
嵐
の
襲
来

で
Ｎ
Ｊ
州
が
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
、
同
日
に
延
期
と
な
っ
て

い
た
。
当
日
も
雨
の
予
報
が
出

て
い
た
が
、
朝
は
秋
晴
れ
の
空

が
広
が
っ
た
。
祭
り
の
運
営
ス

タ
ッ
フ
や
店
舗
の
出
店
者
に
加

え
、
有
志
の
大
人
た
ち
や
地
元

の
中
高
生
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

日
本
学
生
協
会（
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
）

の
大
学
生
な
ど
数
十
人
に
及
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朝
早
く
か
ら

集
合
し
準
備
を
開
始
。

　

ほ
ぼ
毎
週
末
Ｎ
Ｙ
市
で
開
催

さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

の
常
連
店
や
、
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会

が
招
聘
し
た
店
舗
を
合
わ
せ
て

40
軒
以
上
あ
る
グ
ル
メ
屋
台
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
様
は
圧
巻
で
、

開
始
早
々
、
人
気
の
屋
台
に
は

既
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い

た
。
ラ
ー
メ
ン
や
た
こ
焼
き
、

唐
揚
げ
ほ
か
様
々
な
グ
ル
メ

や
、
お
祭
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

家
族
連
れ
や
若
者
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
上
々
の
出
だ
し
と
な

っ
た
。

　

昼
過
ぎ
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
で

エ
ン
タ
メ
部
門
も
ス
タ
ー
ト
。

鼓
舞
（
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
）
の
太
鼓
演

奏
で
幕
を
開
け
、
近
藤
三
奈
Ｎ

Ｊ
日
本
人
会
会
長
が
挨
拶
し
来

場
者
に
感
謝
を
伝
え
た
あ
と
、

日
舞
、
沖
縄
民
謡
、
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
電
子

オ
ル
ガ
ン
演
奏
、
ズ
ン
バ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
次
々
と
披
露

さ
れ
た
。

　

雨
が
途
中
か
ら
降
り
始
め
、

早
め
に
帰
る
客
も
増
え
た
が
、

残
っ
て
く
れ
て
い
る
来
場
客
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
数

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｒ
Ｕ
Ｊ

Ｓ
Ａ
の
大
学
生
が
恐
竜
の
着
ぐ

る
み
を
着
込
み
、
９
体
の
恐
竜

軍
団
が
会
場
に
登
場
し
た
。
恐

竜
軍
団
は
会
場
に
い
る
小
さ
な

子
供
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
ス
テ

ー
ジ
の
演
者
の
呼
び
掛
け
で
観

客
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
恐
竜

の
レ
ー
ス
も
行
い
、
ユ
ニ
ー
ク

な
動
き
で
場
を
盛
り
上
げ
た
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
提
供
の
日

本
行
き
航
空
券
が
当
た
る
抽
選

会
も
行
わ
れ
た
。
最
後
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

ロ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
の
時
に
は
雨

が
激
し
く
な
っ
た
が
、
雨
宿
り

し
な
が
ら
も
聴
い
て
く
れ
て
い

る
客
の
た
め
最
後
ま
で
演
奏
を

続
け
た
。

　

今
回
の
祭
り
は
後
半
雨
で
苦

戦
し
た
が
、
主
催
者
も
演
者
た

ち
も
数
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
も
全
員
、「
日
本
の
文
化

や
食
の
魅
力
を
Ｎ
Ｊ
州
民
に
伝

え
た
い
」「
来
て
く
れ
た
お
客

さ
ん
に
思
う
存
分
楽
し
ん
で
欲

し
い
」
と
い
う
思
い
で
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
お
祭
り
の
成
功
の

た
め
に
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
た
。

　（
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
）

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
盛
況

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ラ
イ
ブ

大
人
も
子
供
も
大
喜
び

https://shopnyseikatsu.com/
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令
和
７
年
10
月
28
日
、
高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
は
、
訪
日
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統

領
と
日
米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

米
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
国
の
友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
米
関
係

自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
の
推
進

国
際
情
勢

日米首脳会談 

　 よ り 詳 し い 情 報 は、 首 相 官 邸 ホ ー ム ペ ー ジ
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日米首脳会談

　

 

高
市
総
理
大
臣
か
ら
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
訪
日
を
歓
迎

し
た
上
で
、
日
米
同
盟
の
発
展

へ
の
こ
れ
ま
で
の
同
大
統
領
の

貢
献
、
中
東
を
始
め
と
す
る

国
際
社
会
に
お
け
る
同
大
統
領

の
指
導
力
に
敬
意
を
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
市
総
理
大
臣
か

ら
、
日
米
同
盟
は
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
更
な
る

強
化
は
、
日
本
の
外
交
・
安
全

就
任
直
後
か
ら
行
動
に
移
し
て

い
る
旨
述
べ
、
我
が
国
と
し
て

主
体
的
に
防
衛
力
の
抜
本
的
強

化
と
防
衛
費
の
増
額
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
は
、

日
本
が
防
衛
力
を
大
幅
に
強
化

し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
旨
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 

さ
ら
に
、
両
首
脳
は
、
関
税

に
関
す
る
日
米
間
の
合
意
に
つ

い
て
両
国
に
よ
る
迅
速
か
つ
継

続
的
な
取
組
を
確
認
す
る
文
書

（「
合
意
の
実
施　

―
日
米
同
盟

の
新
た
な
黄
金
時
代
に
向
け
て

―
」）
に
署
名
し
、
日
米
両
国

の
経
済
を
更
に
力
強
く
成
長
さ

せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
両
首
脳
は
、
重
要
鉱

物
及
び
レ
ア
ア
ー
ス
に
関
す
る

文
書
（「
採
掘
及
び
加
工
を
通

じ
た
重
要
鉱
物
及
び
レ
ア
ア
ー

ス
の
供
給
確
保
の
た
め
の
日
米

枠
組
み
」）
に
署
名
し
、
重
要

鉱
物
・
レ
ア
ア
ー
ス
に
加
え
、

Ａ
Ｉ
を
始
め
と
し
た
重
要
技

術
、
造
船
な
ど
、
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
、
経
済
安
全
保
障
の

取
組
を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ

と
で
も
一
致
し
ま
し
た
。

と
述
べ
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
両
首
脳
は
、
来
年
の

米
国
建
国
２
５
０
周
年
を
共
に

祝
い
、
日
米
の
友
好
・
交
流
関

係
を
一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

 

続
い
て
、
両
首
脳
は
、
日
米

同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
を
一

層
強
化
し
て
い
く
べ
く
、
幅
広

い
安
全
保
障
協
力
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

 

高
市
総
理
大
臣
は
、
戦
後
最

も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環

境
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
貫

し
て
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の

必
要
性
を
訴
え
て
き
て
お
り
、

日米首脳会談

盟
の
新
た
な
歴
史
を
共
に
創
り

あ
げ
て
い
き
た
い
旨
述
べ
ま
し

た
。

　

 

こ
れ
に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、
高
市
総
理
の
就
任

に
対
す
る
非
常
に
温
か
い
祝
意

が
示
さ
れ
た
上
で
、
今
後
、
日

米
関
係
は
、
今
ま
で
以
上
に
強

固
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考

え
て
お
り
、
日
米
は
最
も
強
固

な
同
盟
国
で
あ
る
旨
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
、
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
時

は
、
い
つ
で
も
助
け
に
な
る
旨

強
調
し
た
上
で
、
高
市
総
理
大

臣
と
の
間
で
素
晴
ら
し
い
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

　

 

高
市
総
理
大
臣
は
、「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
を
、
日
本
外
交

の
柱
と
し
て
、
引
き
続
き
力
強

く
推
進
し
、
時
代
に
合
わ
せ
て

進
化
さ
せ
て
い
く
決
意
を
示
し

た
上
で
、
両
首
脳
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ

Ｐ
を
力
強
く
推
進
す
る
た
め

　

 

両
首
脳
は
、
先
般
停
戦
合

意
が
実
現
し
た
中
東
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
タ
イ
な
ど
、
世
界
各
地

に
お
け
る
平
和
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行

い
、
高
市
総
理
大
臣
か
ら
、
日

本
は
、
米
国
に
と
っ
て
の
平
和

の
取
組
の
伴
走
者
で
あ
る
旨
述

べ
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
両
首
脳
は
、
今
後

予
定
さ
れ
る
外
交
日
程
等
も
念

頭
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
が

直
面
す
る
情
勢
や
諸
課
題
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
両
首
脳
は
、
中
国
、
北
朝

鮮
、
ロ
シ
ア
の
連
携
や
軍
事
活

動
の
活
発
化
な
ど
、
か
つ
て
な

く
厳
し
く
、
複
雑
な
地
域
の
安

全
保
障
環
境
に
つ
い
て
も
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
両
首
脳
は
、
中
国

を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
両
首

脳
は
、
力
ま
た
は
威
圧
に
よ
る

に
、
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

両
首
脳
は
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
で
、
日
米
韓
、
日
米
比
、
日

米
豪
印
と
い
っ
た
地
域
の
同
志

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て

い
く
重
要
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
に

反
対
し
、
日
米
で
緊
密
に
連
携

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
両
首
脳
は
、
台
湾
海
峡
の

平
和
と
安
定
の
重
要
性
を
改
め

て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
首
脳
は
、
北
朝
鮮

情
勢
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
共

に
対
処
す
る
必
要
性
や
、
北
朝

鮮
の
完
全
な
非
核
化
に
向
け
た

確
固
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
の
即
時
解
決
に
つ

い
て
、
高
市
総
理
大
臣
か
ら
、

引
き
続
き
の
理
解
と
協
力
を
求

め
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
全

面
的
な
支
持
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、
両
首
脳
は
、
拉
致
被
害
者

御
家
族
と
も
面
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日

本

国

政

府

（
写
真
提
供

・

内
閣
広
報
室
）

保
障
政
策
の
最
優
先
事
項
で
あ

る
旨
述
べ
た
上
で
、
米
国
に
と

っ
て
も
、
日
本
は
イ
ン
ド
太
平

洋
に
お
け
る
不
可
欠
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
高
市
総
理

大
臣
か
ら
、
日
米
同
盟
は
、
い

ま
や
世
界
で
最
も
偉
大
な
同
盟

で
あ
り
、
こ
れ
を
基
軸
と
し
て

力
強
い
日
本
外
交
を
取
り
戻
す

決
意
を
伝
え
、
日
米
両
国
を
よ

り
強
く
、
豊
か
に
す
る
日
米
同
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